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　　今年も早いも䛾で残り少なくなりましたが，皆様におかれまして䛿ますますご活躍䛾こととお慶び申し上

げます．平成30年度䛾日本補綴歯科学会関西支部学術大会䛿，石川県歯科医師会䛾蓮池芳浩会長なら

びに佐藤　修専務理事を始め，石川県歯科医師会䛾多く䛾方々に全面的な協力をいただき，ご後援も得て

金沢市アートホールを会場として開催する運びとなりましたこと，支部を代表して厚くお礼申し上げます．

　　まず大会初日に，学術大会䛾開催に先立って，市民フォーラムを開催いたします．講師に䛿東京医科歯

科大学大学院歯学総合研究科高齢者歯科学分野䛾教授であります水口俊介先生にお務め頂き，「食べる

こと䛿元気と長生き䛾素！だから---義歯が大切！！」と題してお話を頂きます．タイトル通り䛾ためになるわ

かりやすいお話が拝聴できるも䛾と思います．一人でも多く䛾市民䛾方にご出席いただき，食べること，義歯

䛾大切さを学んでいただけることを切に願っております．

　　続く支部学術大会で䛿，特別講演䛾演者として水口俊介先生に再登壇いただき，「健康長寿社会に貢

献する補綴歯科」と題して，補綴歯科臨床が国民䛾健康長寿䛾延伸にいかに貢献するかについて臨床エ

ビデンスを踏まえてご解説いただくことにしました．様々な歯科治療が全身䛾健康䛾増進や維持に少なから

ず好影響を及ぼすこと䛿確かなエビデンスとなってきており，歯科䛾重要性を国民にアピールする䛾に最も

重要な臨床ならびに研究テーマとなっております．そ䛾ような意味において先生䛾ご講演䛿大変意味䛾ある

も䛾となると信じております．

　　一方，生涯学習公開セミナー１䛿，今年度新たに保険収載された様々な補綴歯科関係䛾医療技術につ

いて大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座䛾田中昌博教授にご解説いただきます．いずれ䛾技術も歯科診

療レベル䛾向上に有用なも䛾䜀かりです䛾で，これを機会に正しい知識をもっていただき，これら䛾技術䛾

普及に繋げていただくことを願っています．さらに生涯学習公開セミナー２䛿，保険収載により急速にそ䛾需

要が増えているCAD/CAM冠を取り上げました．CAD/CAM冠䛿国民䛾口腔機能䛾みならず審美性䛾維持

回復に大きく貢献する素晴らしい歯冠補綴治療技術であることに疑い䛿ありませんが，同時に他䛾歯冠補

綴装置と比較して脱離や破折䛾トラブルが多いことも報告されています．そこで，術後䛾トラブルを減らし，

本技術䛾一般臨床レベルにおける定着を図るため，3名䛾講師䛾方々にお話し頂きます．まず東京医科歯

科大学口腔機材開発工学分野教授䛾高橋英和先生からCAD/CAM冠用コンポジットレジンを䛿じめとする

大会長挨拶

（公社） 日本補綴歯科学会関西支部

支部長　矢谷 博文
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審美歯冠補綴材ᩱについて歯科理工学䛾立場から解説を頂き，これをཷけて大阪歯科大学ᐈဨ教授䛾ᮎ

℩一ᙪ先生と大阪大学大学院歯学研究科䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野ຓ教䛾ᓟ　⠜ྐ先生から，ともに㇏

ᐩな臨床データにᇶ䛵くCAD/CAM冠䛾㐺切な臨床技ἲについて，支ྎ歯ᙧ成から冠䛾᥋着に⮳るまで，

臨床において㑂Ᏺすべきポイントについてご解説を頂くண定です．CAD/CAM冠䛾臨床に取り⤌まれている

先生方にとってᚲずや有┈なセミナーになるも䛾と確信いたしております．

　　一般講演に䛿関西支部からだけで䛿なく，中ᅄ国支部からも演題を頂ᡝし，全部で㻝㻤題と多く䛾発表を

いただけることになりました．また，専㛛医䜿ース䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンも東໭໭ᾏ㐨支部から䛾演題もྵめて䠑

題䛾申し㎸みを頂き，┒りだくさん䛾ෆᐜで開催できるぢ㎸みです．

　　開催ᆅである金沢䛿，新ᖿ⥺䛾開通により関東方面から䛾ア䜽セスも᱁ẁに向上し，日本᝟⥴を‶ႚで

きるほගᆅとして最㏆ᐩみに人気を㞟めています．大会初日䛾㻝㻞᭶㻝日䛿⣚ⴥ⚍り䛾最⤊日にあたってお

り，ᬒ຾ᆅවභᅬ䛿ኪ㻥時までライトアッ䝥されます．また，日本ᾏ䛾⛅，෤䛾味ぬ䛾⋤者ᯇⴥ䜺䝙も市ෆྛ

ᡤでᴦし䜐ことができます．᫝㠀とも一人でも多く䛾方々にごཧຍいただき，学会䛾合㛫に䛿ほගに䜾ル䝯

に㨩力‶載䛾䇾⛅䛾金沢䇿を‶ႚいただけれ䜀ᖾいです．本大会がごཧຍいただける皆様にとってᐇり多

いも䛾になりますことをお♳りして開催䛾ごᣵᣜとさせていただきます．

2



67--
GQN MDQ<N


67--
GQN �"GBN8��

��9
..72-(,(.07--

��
67--(,(670-

�#	�()./(,(.5*
670-(,(.-71-

./�/�R�S

.-7-- .-7--

..7-- ..7--

��$�
.-72-(,(..72-

./7-- ./7--

.07-- .07--

./�.�R�S

.57--

.57/-

�%�;Q>FO@PBQ=KP
��

.070-(,(.17--

�%�;Q>FO@PBQ=KP
H>AQ��
.17--(,(.170-

.37--

.47--

.17--

.27--

��E:QLJ
.17--(,(.27--

�#	�().(,(3*
.37/2(,(.47/2

�#	�()4(,(..*
.470-(,(.57/-

���!�'?ICQ.
.27/-(,(.37.-

'��8.37.2

�%�;Q>FO@PBQ=KP
��(2

.271-(,(.37.-

���!�'?ICQ/
.071-(,(.271-

�
�
./7--(,(./72-

�
���
..71-(,(./7--

 �
.07--(,(.070-

&��8.070-

�%�;Q>FO@PBQ=KP
��(.+(/
.170-(,(.27--

�%�;Q>FO@PBQ=KP
��(0+(1
.27-2(,(.2702 .270-

.17--

.27--

学術大会スケジュール

3



会場

ボルテ金沢６階　金沢市アートホール

アクセス

・ JR 金沢駅より徒歩 2分

・浅野川線北鉄金沢駅より徒歩 1分

・ JR 金沢駅兼六園口 （東口） バスのりばより徒歩 1分

・金沢東インター、 金沢西インターより車で 15 分

役員会会場

（日航ホテル　弁慶）

直結通路

専門医ケースプレゼンテーション会場

ホール
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学術大会ཧຍ䛾皆様䜈

㻝㻚   ཧຍ者䛿ཷ௜にてᙜ日会㈝ 㻝㻘000 ෇をお支ᡶい䛾上， 学術大会ཧຍ❶をおཷけ取りください 㻚

学術大会ཧຍ❶に䛿， Ặ名 䞉 ᡤᒓをごグධ䛾上， 身につけてごධ場ください 㻚

㻞㻚   研究発表におけるビデ䜸䞉෗┿➼䛾᧜影䛿，発表者䛾ⴭసᶒ保ㆤ䛾ため，⚗Ṇさせていただきます 㻚

3㻚   本大会出席者䛿 㻠 ༢఩䛾研修༢఩が୚えられます 㻚 本学会専㛛医䛾申ㄳあるい䛿᭦新をᕼᮃする

場合䛿， ཷ௜にて会ဨド䛾䝞ーコー䝗をㄞ取機に通してください 㻚 会ဨド䛾ない方䛿， 専㛛医研

修䜹ー䝗を用意しております 㻚

㻠㻚   生涯学習公開セミナー 㻔 専㛛医研修༢఩ㄆ定セミナー 㻕 䛾ཧຍ༢఩登㘓につきまして䛿， 会場出

口にて会ဨド䛾䝞ーコー䝗をㄞ取機に通してください 㻚

㻡㻚   会場ෆ䛿すべて㣧食⚗Ṇ， ⚗↮です 㻚

㻢㻚   㥔㌴場䛾ご用意䛿ご䛦いません䛾で， お㌴で䛾ご᮶場䛿ご㐲៖ください 㻚

日歯生涯研修について

　 㻔 公社 㻕 日本補綴歯科学会関西支部学術大会にཧຍした場合に䛿， 特別研修として 㻝0 ༢఩が取得

できます 㻚 特別研修䛾༢఩登㘓に䛿， ཷ௜にタ置された䜹ー䝗䝸ー䝎ーにご⮬身䛾日歯 㻵C 䜹ー䝗をか 

䛦してください 㻚 そ䛾他䛾ྛ䝥䝻䜾ラム䛾༢఩登㘓䛿ホールධ口௜㏆にタ置された䜹ー䝗䝸ー䝎ー に日歯 

㻵C 䜹ー䝗をか䛦してください 㻚

　いずれもཷ講研修登㘓用 㻵C 䜹ー䝗がないと༢఩登㘓ができません䛾で， ᚲずご⮬身䛾日歯 㻵C 䜹 ー

䝗をᚲずお持䛱ください 㻚 ヲ⣽䛿日本歯科医師会におၥい合わせください 㻚

口演発表される先生䜈

㻝㻚   発表䛿すべて㻼Cによる発表㻔༢෗㻕とします㻚スライ䝗やビデ䜸䛿౑用できません䛾でごὀ意ください㻚

㻞㻚   口演時㛫䛿発表 㻤 分 㻔 時㛫ཝᏲ 㻕， ㉁疑ᛂ⟅䛿 㻞 分です 㻚

3㻚   口演発表にて౑用する 㻼C㻔㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝0㻕 䛿会場で用意します 㻚 ཎ๎として 㻼C 䛾持䛱㎸み䛿ཷけ௜け

ません 㻚

㻠㻚   演題発表䛾進⾜᧯స䛿， ご⮬身で⾜ってください 㻚

㻡㻚   発表フ䜯イル䛿 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠㻞0㻝3㻘㻞0㻝㻢 ஫᥮ᙧᘧ 㻔㼜㼜㼠㼤㻕 にて， 㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟 ᶆ‽ᦚ載フォントをご౑用く

ださい 㻚

㻢㻚   今回䛾口㢌発表䛾スライ䝗䛾⦪ᶓ比䛿 㻝㻢㻦㻥 でస成してください．

㻣㻚   発表データ䛿䚸 㻝㻞 ᭶ 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻢㻦00 までに 䞉 㼁㻿㻮 フラッ䝅䝳䝯䝰䝸でཷ௜にお持䛱ください．

      㻞 日 㻔 日 㻕 䛾発表䛾方も 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻢㻦00 までにཷ௜を᏶஢してください．

㻤㻚    㠀ᖖ時䛾ため䛾ணഛデータをお持䛱ください䚹

   

参加者へのご案内
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㻥㻚   発表データ䛿， 㼁㻿㻮 䝯䝰䝸ーにてごᥦ出ください 㻚 あらかじめ， 䝯デ䜱ア䛾䜴イルス䝏䜵ッ䜽を⾜ってく

ださい 㻚

㻝0㻚  発表後䛾データ䛿事務ᒁで㈐௵をもってᾘཤいたします 㻚

㻝㻝㻚  演者䛿， 発表ண定時้ 㻝0 分๓に䛿 「ḟ演者席」 に着席してください 㻚

㻝㻞㻚  発ゝ者䛿座長䛾ᣦ♧にᚑい， ᡤ定䛾場ᡤでマイ䜽を౑用し， ᡤᒓとẶ名を告げた後， 要㡿よく⡆

₩に発ゝ願います 㻚

㻝3㻚  発表者䛿ヱᙜする C㻻㻵 ≧ែについて， 発表スライ䝗にてᡤ定䛾様ᘧ 㻝-A， 㻝-㻮 により開♧をお願

いします 㻚 ヲ⣽䛿ୗグ䛾補綴学会 㻴㻼 をཧ↷してください 㻚 㼔㼠㼠㼜㻦//㼣㼣㼣㻚㼔㼛㼠㼑㼠㼟㼡㻚㼏㼛㼙/㼏㼋㻣0㻞㻚㼔㼠㼙㼘
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㻝㻚 会 場

金沢市アートホール 䝸䝝ー䝃ルᐊ

㻞㻚 発表日時

ᒎ ♧　平成 30 年 㻝㻞 ᭶ 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻠㻦00 ࠥ 㻝㻠㻦30

審 ᰝ　平成 30 年 㻝㻞 ᭶ 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻠㻦30 ࠥ 㻝㻢㻦㻝0

3㻚 発表方ἲ

㻝㻕 ᒎ♧について

㻔㻝㻕 ཷ௜䛿平成 30 年 㻝㻞 ᭶ 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝3㻦30 から⾜います 㻚 会場ཷ௜にて演題␒ྕ， ᡤᒓ， Ặ名

を᫂♧し， 演題␒ྕをグした名ᮐをཷけ取ってୗさい 㻚

㻔㻞㻕 ᒎ♧用にᶓ 㻝㻤0 㼏㼙㽢 ⦪ 㻞00 㼏㼙 䛾ᒎ♧䝟䝛ルと㈨ᩱᒎ♧用テーブル 㻝 本を用意いたします 㻚 

㻔3㻕 図䛾⠊ᅖෆにポスターをᒎ♧してୗさい 㻚 

㻔㻠㻕 大会事務ᒁでᒎ♧䝟䝛ルに演題␒ྕを用意します 㻚 演題， Ặ名， ᡤᒓ䛿申ㄳ者が用意してୗ

さい 㻚

㻔㻡㻕 ポスター䛾ᒎ♧䝟䝛ル䜈䛾㈞り௜け䛿⏬㗩を౑用し， テー䝥な䛹䛾⢓着テー䝥䛿౑用しないで

ୗさい 㻚 ⏬㗩䛿会場に用意いたします 㻚 

㻞㻕 審ᰝについて

㻔㻝㻕 審ᰝဨ䛾ᣦ♧にᚑい， 㻝0 分⛬度で説᫂を⾜ってୗさい 㻚

㻔㻞㻕 そ䛾後， 審ᰝጤဨ䛾㉁疑をཷけてୗさい 㻚 

㻠㻚 ポスター䛾᧔ཤ

平成 30 年 㻝㻞 ᭶ 㻝 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻢㻦㻞㻡 ࠥ 㻔㻝㻢 䠖 㻠0 ௨㝆䛿事務ᒁでฎ分いたします 㻚㻕

専門医プレゼンテーションをされる先生へ 
 

専㛛医申ㄳ䛾ため䛾䜿ース䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン用ポスター発表䛾つ᱁

専門医プレゼンテーションをされる先生へ

䊹 20䠿䡉䊻   䊹              1㻢0䠿䡉               䊻

  䊺
 20䠿䡉   䊺
  䊼

  䊺

200䠿䡉1㻤0䠿䡉

  䊼   䊼

  䊹            1㻤0䠿䡉                     䊻

演題
␒ྕ

演題䞉ᡤᒓ䞉Ặ名䞉෗┿
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プログラム
1㻌2 ᭶ 1 日 （ᅵ᭙日）　ホール　

8

㻝㻠㻦00ࠥ㻝㻡㻦00

市民フォーラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食べること䛿元気と長生き䛾素！

だから 䞉 䞉 䞉 義歯が大切！！

講師 䠖 水口俊介　（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授）

座長 䠖 ᮡ　ᨻ和　（石川県歯科医師会）

㻝㻡㻦㻞0ࠥ㻝㻢㻦㻝0

生涯学習公開セミナー１                                 日歯生涯研修コー䝗 㻞㻝0㻠

補綴歯科関係新つ保険収載医療技術䛾解説

講師 䠖 田中昌博　（大阪歯科大学 有歯補綴咬合学講座୺௵教授）

  　　　　　座長 䠖 長ᓥ　正　（大阪大学歯学部㝃ᒓ⑓院口腔総合診療部部長）



㻝㻢㻦㻝㻡　開会䛾㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢谷博文 （大会長 䞉 支部長）　

㻝㻢㻦㻞㻡ࠥ㻝㻤㻦㻞0　一般口演　

㻝㻢㻦㻞㻡-㻝㻢㻦㻡㻡　座長　田中㡰Ꮚ （大歯大）     

㻝    ື的定㔞的 度ឤぬ᳨ᰝ䛾⇕่⃭᮲௳が時㛫的ຍ重による䝽イン䝗アッ䝥に及ぼす影響

䚽᳃口大㍜， ᯘ　ᬡ㞵， ᑠ石⏤⣖Ꮚ， ௝ᓮຬ㍤， 高ᒸுኴ， 石ᇉᑦ一， 矢谷博文

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野

㻞    ス䜽イージン䜾機能䛾ホ౯を┠的とした⯉䛾◳さ䛾 定ἲ䛾確立

䚽➟川ᑦᙪ， 皆ᮌ⚈క， ᮧ上和⿱， ⦻ᒣᙲ㞝， 池㑓一඾

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野

3    ဗ㢌ᮇᄟୗにおける食ሢ⛣㏦力䛾 定装置䛾開発

䚽᳃田　㐩， ᑠῲ㝯一㑻， ዟ野健ኴ㑻， ᴋ　ᑛ⾜， 川本❶代， 㧘橋一ஓ

大阪歯科大学高齢者歯科学講座

㻝㻢㻦㻡㻡-㻝㻣㻦㻞㻡　座長　石ᇉᑦ一　（大阪大）     

㻠    データ䝃イエンス䛾歯科補綴学䜈䛾ᛂ用に向けた取り⤌み　データ同໬技術を用いた歯䛾႙ኻ䝅ミ䝳

レー䝅䝵ン

䖣野ᓮ一ᚨ 1)， 佐藤ோ美 2)， ୕ཎ♸介 2)， ᯇ田ㅬ一 2)， 池㑓一඾ 2)

1) 大阪大学歯学部㝃ᒓ⑓院医療᝟報ᐊ，

2) 大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野

㻡    大阪大学歯学部㝃ᒓ⑓院࿪ᄮ補綴科における口၁口⵹⿣ᝈ者䛾補綴治療について

䚽ᐩ田 （᳃田） ❶Ꮚ， ᶒ田知ஓ， 㧘橋฼ኈ， ℈田　໶， 池㑓一඾

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野

㻢    長ᮇ㛫にわたる咬合೫఩を有するᝈ者にᑐしてス䝥䝸ント療ἲをᛂ用した⑕౛

䕿ᑠᐊ　⏥

医療ἲ人ᑠᐊ会ᑠᐊ歯科ステー䝅䝵ンビル診療ᡤ
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㻝㻣㻦30-㻝㻣㻦㻡0　座長　ᒸᓮ定ྖ （大歯大）     

㻣    ラット先ኳ性㢡⿣䝰デルにおける多能性๓㥑⣽⬊を用いた EGCG⤖合䝊ラ䝏ン䛾㦵ᙧ成

䚽➲ᒣᬛྐ 1)， ཎ ᭸ஓ 1)， 田中知成 2)， 本田義知 3)， 㤿場俊㍜ 1)

1) 大阪歯科大学口腔イン䝥ラント学講座，

2) 京㒔工ⱁ⧄維大学䝞イ䜸ベースマテ䝸アル学専ᨷ，

3) 大阪歯科大学中ኸ歯学研究ᡤ

㻤    金ᒓアレル䜼ーに関୚する特␗的㑇ఏᏊ䛾᳨ウ

䚽㼆㼔㼍㼚㼓 㼅㼡㼑㼔㼡㼕， ⣽ᮌ ┿⣖， 大ᓥ正඘， ᐑᇛ 㯞཭， 成谷 美⥴， ᯇ㤶 芳୕

ᚨᓥ大学大学院医歯⸆学研究部　㢡機能咬合再ᘓ学分野

㻝㻣㻦㻡0-㻝㻤㻦㻞0　座長　㤿場俊㍜　（大歯大）

㻥    䝥䝻テアー䝊ྵ有タブレット䛾ᦤ食と⯉Ύᤲが⯉⫼上䛾⣽⳦ྀに୚える影響

䕿┾◁ᙬᏊ， ୪Ἑ大⿱， 石本み䜋Ꮚ， 有川㤶⧊， ஭上ኴ㑻， 㧘橋一ஓ

大阪歯科大学高齢者歯科学講座

㻝0   ナ䝜ᵓ㐀ᯒ出⣧䝏タン金ᒓ䜈䛾ຍ⇕及び UVฎ理が⾑⟶ෆ⓶⣽⬊䛾初ᮇ᥋着能に୚える影響

䕿Ἴ床┿౫ 1)， ᑠ正　⪽ 1)， ᑎ田知㔛 1)， 高ᑿㄔ஧ 1)， ᯇ本༟ᕭ 1)， 西ᓮ┿理Ꮚ 1)， ᴋ本ဴḟ 2)，

ྜྷᓠⱱᶞ 1)， ᑠ正　⿱ 2)， ᒸᓮ定ྖ 1)

1) 大阪歯科大学Ḟᦆ歯ิ補綴咬合学講座，

2) 大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科

㻝㻝   ナ䝜ᵓ㐀ᯒ出⣧䝏タン䜈䛾イ䜺イ᥋着タン䝟䜽㉁䛾コーテ䜱ン䜾が生య㐺合性に୚えるຠᯝ

䕿ᑺ　ᚫᰤ 1)， ᑠ正　⪽ 1)， C㼔㼑㼚 㻸㼡㼥㼡㼍㼚1)， 㼅㼡㼍㼚㼥㼡㼍㼚 㼅㼍㼚㼓1)， 㼆㼑㼚㼓 㼅㼡㼍㼔㼛㻝)， 㼆㼔㼍㼚㼓 㻴㼛㼚㼓㼔㼍㼛1)，

西ᓮ　ᏹ 2)， ྜྷᓠⱱᶞ 1)， ᒸᓮ定ྖ 1)

1) 大阪歯科大学Ḟᦆ歯ิ補綴咬合学講座，

2) 大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科
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1㻌2 ᭶ 2 日 （日᭙日）　ホール　

㻥㻦30ࠥ㻝0㻦㻠0　一般口演　

㻥㻦30-㻥㻦㻡0　座長　高橋一ஓ　（大歯大）     

㻝㻞   Ce-TZP/A を用いたテレスコー䝥䜽ラ䜴ン䛾コー䝚スゅとእ冠䛾厚みがእ冠䛾破折ᙉ度に及ぼす影響

䚽ᰘ田㥴ு， ྜྷ川♸㍜， 㫽஭ඞ඾， 藤ᮌ　ഔ， ྜྷỤ　ၨ， ᮧ田ὒ一， 田中㡰Ꮚ， 田中昌博

大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

㻝3   アタッ䝏䝯ント䛾維持力と回㌿チᐜ性がイン䝥ラント䛾᭤げ䜂ずみに୚える影響

䖣フ䜯ム䜾䜵ン䜽ォン， ᶒ田知ஓ， 高橋฼ኈ， ℈田　໶， ๓田芳信， 池㑓一඾

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野

㻥㻦㻡0-㻝0㻦㻝0　座長　和田ㄔ大　（大阪大）　     

㻝㻠   咬合༳㇟య䛾┤᥋ග学ィ による上㢡中切歯 CAD/CAM 䜽ラ䜴ン䛾㐺合⢭度

䕿ᾏཎ༟ஓ， 池ෆ慶介， 佐藤正ᶞ， 佐ྂဨᇶ， 藤஭Ꮥᨻ， 㫽஭ඞ඾， 田中㡰Ꮚ， 田中昌博

大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

㻝㻡   咬合༳㇟య䛾┤᥋ග学ィ と石⭯ᶍᆺィ による上㢡中切歯支ྎ歯データ䛾ᙧ≧再⌧性

䕿池ෆ慶介， ᾏཎ༟ஓ， 佐藤正ᶞ， 藤஭Ꮥᨻ， 㫽஭ඞ඾， 高஭Ύྐ， 田中㡰Ꮚ 㻘 田中昌博

大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

㻝0㻦㻝0-㻝0㻦㻠0　座長　佐ྂ好正　（大阪市開ᴗ）　

㻝㻢   ୗ㢡↓歯㢡㢡㦵䛾正中部と⮻歯部䛾高さ䛾関係

䚽℈田　໶， ᶒ田知ஓ， ༑Ἑᇶ文， ๓田芳信， 池㑓一඾

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野

㻝㻣   ዪ性䛾➗㢦が人䛾༳㇟とὀどⅬに及ぼす影響

䕿⣒田理Ἃ， ᐑᅬᑗஓ， ᒣ本┿⏤， 㫽஭ඞ඾， ஭田治ᙪ， 田中㡰Ꮚ， 田中昌博

大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

㻝㻤   スポー䝒用䜹スタム䝯イ䝗マ䜴ス䜺ー䝗にᑐする㑅ᡭ䛾୺ほ的ホ౯

䚽ᮡ本ளⳀἋ， ᶒ田知ஓ， ๓田芳信， 池㑓一඾

大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座有床義歯補綴学 䞉 高齢者歯科学分野
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㻝0㻦㻡0ࠥ㻝㻝㻦㻡0

特 別 講 演                                                  日歯生涯研修コー䝗 3㻝0㻞

健康長寿社会に貢献する補綴歯科

講師 䠖 水口俊介　（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授）

座長 䠖 矢谷博文　（大阪大学大学院歯学研究科 䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野教授）

㻝3㻦00ࠥ㻝3㻦30　　総　会

㻝3㻦30　　㛢会䛾㎡　　　　　　　　　　　　　                        　　佐ྂ好正 （๪支部長）

㻝3㻦㻠0ࠥ㻝㻡㻦㻠0

生涯学習公開セミナー２                                 日歯生涯研修コー䝗 3㻝0㻞

CAD/CAM 冠䛾ᇶ♏と臨床

講師：㧘橋英和 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科口腔機材開発工学分野教授）

  「CAD/CAM 冠䛾ᇶ♏知識」

　　　ᮎ℩一ᙪ （大阪歯科大学ᐈဨ教授）

  「⑕౛䛾㑅ᢥ 䞉 支ྎ歯ᙧ成䛾ポイント」

　　　ᓟ　 ⠜ྐ （大阪大学大学院歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講座ຓ教）

  「CAD/CAM 冠治療を成ຌにᑟくポイント　䡚᥋着歯学研究者䛾ほⅬ䡚」

座長 䠖 中ᮧ㝯ᚿ　（大阪大学大学院歯学研究科 䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野෸教授）
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　　わが国で䛿人口䛾高齢໬が急速に進ᒎしている． ᅋሢ䛾ୡ代が後ᮇ高齢者となる䛾が 㻞0㻞㻡 年であり

㻣㻡 ṓ௨上人口が 㻞㻝㻣㻥 ୓人と᥎ィされている． 一方， 㻢㻡-㻣㻠 ṓ䛾๓ᮇ高齢者䛿 㻝㻠㻣㻥 ୓人と᥎ィされて

いるが， 健康というどⅬでぢると， ㏆年䛾健康科学䛾進Ṍにより， ๓ᮇ高齢者䛿後ᮇ高齢者と䛿大きく

␗なっている． ⌧ᅾ䛾わが国䛾๓ᮇ高齢者䛿， かつて䛾高齢者と比較して健康水‽䛿高く， 社会貢献

に関する能力もᴟめて高い㞟ᅋである． 一方後ᮇ高齢者䛿様々な⪁年⑕ೃ⩌， ⹫ᙅ， 䝃ルコ䝨䝙ア，

䝻コ䝰テ䜱ブ䝅ン䝗䝻ーム， そしてㄆ知⑕が増えてくる． ᚑって， 健康長寿社会をᐇ⌧するために䛿， 後

ᮇ高齢者にᑐして要介ㆤにならない方⟇， あるい䛿健康な時ᮇをできるだけ長くして要介ㆤになる年齢を

㐜らせる方⟇， すなわ䛱健康寿࿨を延伸させることがᚲ要となる． そ䛾ために歯科䛿なにができるか， な

にをするべきかを⪃えなけれ䜀ならない． わたくしがᡤᒓする東京医科歯科大学大学院高齢者歯科学分

野䛿， 平成 㻞㻡 年 㻠 ᭶にそれまで䛾高齢者歯科学分野と全部床義歯補綴学分野を⤫合し成立した． 今

後ᚲ要とされる健康長寿社会㐩成䛾ためにᚲ要な多く䛾エビデンスを๰出するため， ໟᣓ的にマン䝟䝽ー

を持って活ືしようと⪃えたからである．

　　㏆年， 歯科補綴学がໟྵする⠊ᅖ䛿ᴟめてᗈくなっている． 通ᖖ䛾䜽ラ䜴ンブ䝸ッジや有床義歯にຍ

え㢡機能， イン䝥ラント， 再生医療， 䝀䝜ム， A㻵 な䛹にᗈがっている． これら䛿すべて人㢮䛾健康とᖾ

⚟に貢献するも䛾である． われわれ日本補綴歯科学会䛿， これらに関する᫂確なス䜻ルと意ḧを持䛱活

躍し続ける．こ䛾活ືにわたくし䛹も䛾教ᐊが今後䛹䛾ようにᐤ୚できるかを⪃えなけれ䜀ならない䛾だが，

これまで䛾ᴗ⦼について⤂介させていただき， ご意ぢをいただけれ䜀と⪃えている．

䛆␎　Ṕ䛇

᫛和 㻡㻤 年　3 ᭶　東京医科歯科大学歯学部歯学科　༞ᴗ

᫛和 㻢㻞 年　3 ᭶　同大学大学院歯学研究科　修஢

平成元年　  㻠 ᭶　同大学歯学部高齢者歯科学講座ຓᡭ

平成 㻝3 年　㻠 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科口腔⪁໬ไᚚ学分野講師

  　　䝻マ䝸ン䝎大学歯学部 㼂㼕㼟㼕㼠㼕㼚㼓 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞

平成 㻝㻣 年　㻞 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野ຓ教授

平成 㻞0 年　3 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科全部床義歯補綴学分野教授

平成 㻞㻡 年　㻠 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

日本補綴歯科学会理事 （㈈務）

日本࿪ᄮ学会理事長

日本⪁年歯科医学会ᖖ௵理事

日本義歯䜿ア学会理事長

日本☢気歯科学会理事

日本補綴歯科学会ᣦᑟ医

日本⪁年歯科医学会ᣦᑟ医

日本義歯䜿ア学会義歯䜿アマイスター

健康長寿社会に貢献する補綴歯科

水口俊介
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

高齢者歯科学分野　教授

特　別　講　演
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1

2

一 般 口 演
ືⓗᐃ㔞ⓗ ᗘឤぬ᳨ᰝࡢ⇕่⃭᮲௳ࡀ᫬㛫ⓗຍ㔜ࡿࡼ࡟

ᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟ࣉࢵ࢔ࢻࣥ࢖࣡

᳃ཱྀ኱㍜㸪ᯘ　ᬡ㞵㸪ᑠ▼⏤⣖Ꮚ㸪௝ᓮຬ㍤㸪㧗ᒸுኴ㸪▼ᇉᑦ୍㸪▮㇂༤ᩥࠐ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙࢪࢵࣜࣈࣥ࢘ࣛࢡ⿵⥛Ꮫศ㔝

The effect of thermal stimulation condition on wind-up and temporal summation of pain intensity during the 
dynamic quantitative thermal sensory test

Moriguchi D, Lin X, Koishi Y, Senzaki Y, Takaoka R, Ishigaki S, Yatani H

Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

I㸬┠ⓗ

　཯᚟ᛶ౵ᐖ่⃭ࡣ᫬㛫ⓗຍ㔜㸦TS㸧ࢵ࢔ࢻࣥ࢖࣡ࡾࡼ࡟

㸬TSࡿࡏࡉࡌ⏕ࢆࣉ ࡜ࡇࡿࡍ၀♧ࢆ୰ᯡᛶឤసࡣቑᙉࡢ
ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ 1)㸪౵ᐖ่⃭ࡢᙉᗘࡾࡼ࡟೺ᖖேࡶ࡟⏕

㸪ືⓗᐃ㔞ⓗ ᗘឤぬ᳨࡛ࡇࡑ㸬ࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿࡌ

ᰝ㸦Dynamic QST㸧ࡿࡅ࠾࡟⇕่⃭᮲௳ࢆタᐃ࡜ࡇࡿࡍ

㸬ࡓࡗ⾜ࢆウ᳨࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ
II㸬᪉ἲ

　⿕ 㦂 ⪅㸦⏨ ᛶ 21 ྡ㸪ዪ ᛶ 32 ྡ㸧࡟ PATHWAY
㸦Medoc Ltd, Israel㸧࡚࠸⏝ࢆ Dynamic QST 㸬ࡓࡗ⾜ࢆ

⇕⑊③㜈್㸦PT㸧ࡣㄪ⠇ἲࡾࡼ࡟ ᐃࡓࡋ㸬 ᐃ㒊఩ࡣ

㠀฼ࡁᡭഃࡢẕᣦ⌫ࡋ࡜㸪TS ୺ほⓗ⑊③ᙉᗘࡿࡼ࡟

㸦PI㸧ࡢኚ໬ࢆ Computer ized VAS㸦Co-VAS㸧ࡾࡼ࡟᫬

⣔ิ࡛グ㘓ࡓࡋ㸬่⃭ ᗘࡣ㸪T Υ㸦PT㸧㸪T+1 Υ㸪ࡼ࠾

ࡧ T+2 Υࡋ࡜㸪ྛࠎ 2 ⛊㛫㝸࡛ 10 ᅇᐇ᪋ࡋ㸪ྛ่⃭࡟ᑐ

ᛂࡿࡍ Co-VAS ࡽ࠿ศ್✚ࡢ PI ཯᚟ࡢ㸬่⃭ࡓࡋホ౯ࢆ

ࡿࡼ࡟ PI 㸬ࡓࡋホ౯࡛ࣝࢹΰྜຠᯝࣔࢆ᫬ⓗᙳ㡪⤒ࡢ࡬
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　T Υࡢ཯᚟่⃭ࡣ PI 㸦⏨ᛶࡀ࠸࡞ࡋᙳ㡪࡟ p=.074㸪
ዪᛶ p=.268㸧㸪T+1 Υ㸪ࡧࡼ࠾ T+2 Υ࡛ࡣ㸪่⃭ࡢ཯᚟

࡟᭷ពࡀ PI ࡳࡢ㸦ዪᛶ T+1 Υࡓࡏࡉቑᙉࢆ p=.005㸪ࡑ

௚ࡢ p=.000㸧㸬ࡾࡼࢀࡇ㸪Dynamic QST 㸪PT࡚࠸࠾࡟
㸪᫬㛫ⓗຍ࡛࡜ࡇࡿࡍタᐃࢆᗘ ่⃭࠸㧗ࡸࡸ࡟‽ᇶࢆ

㔜ࢆࣉࢵ࢔ࢻࣥ࢖࣡ࡿࡼ࡟ᐃ㔞ⓗ࡟ホ౯࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡁ♧၀ࡉ

㸬ࡓࢀ
IV㸬ᩥ⊩
1) Woolf CJ. Cent ral sensit izat ion: implicat ions for the 

d i a g n o s i s  a n d  t r e a t m e n t  of  p a i n .  Pa i n  2011;  152:  
2-15.

I㸬┠ⓗ
　⯉ᢲࡋࡪࡘࡋ㸦ࢢࣥࢪ࣮࢖ࢡࢫ㸧ࡣ࿪ᄮ࡜୪ࡧ㔜せ࡞㣗

ရࡢ◚○ᡭẁ࡛ࡿ࠶㸬ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ㸪ࢢࣥࢪ࣮࢖ࢡࢫᶵ⬟

㸬࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ❧☜ࡔࡲ࠸ࡣホ౯ἲࡢ
◚ࡀヨᩱࡢ᪉࠸࠿ࡽ㸪㌾࡜ࡿࡍ⦰ᅽࢆヨᩱࡢࡉ◳ࡿ࡞␗　

᫬ࢢࣥࢪ࣮࢖ࢡࢫࡣ㇟⌧ࡌ㸪ྠࡾ࠾࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿࡍ᩿

◚࡛⯉㸪࡛ࡇࡑ㸬ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡌ⏕ࡶ㛫࡛ࡢ㣗ရ࡜⯉࡟

ࡍ❧☜ࢆᐃἲ ࡢࡉ◳ࡢ⯉㸪ࡋᣦ┠ࢆ ணࡢ㣗ရ࡞⬟ྍ○

㸬ࡓࡋ࡜ⓗ┠ࡢ✲◊ᮏࢆ࡜ࡇࡿ
II㸬᪉ἲ

　ᑐ㇟⪅ྠࡢ✲◊ࡣពࢆᚓࡓ೺ᖖ᭷ṑ㢡⪅ 20 ྡ㸦⏨ᛶ 9
ྡ㸪ዪᛶ 11 ྡ㸪ᖹᆒᖺ㱋 26.0 ṓ㸧ࢆ㑅ᢥࡓࡋ㸬
㸪ࡣ㸬 ᐃἲࡓࡋᐃ ࢆᙇ᫬⥭ࡧࡼ࠾ᘱ⦆᫬ࡣࡉ◳ࡢ⯉　

㸦MDC-25MJ㸪࣑࣮ࢱ࣮࣓ࣟࢡ࢖࣐ࣝࢱࢪࢹ 㸪⚄ዉᕝ㸪ࣚࢺࢶ

᪥ᮏ㸧ୖ ᘪ࡟ᅽࢧࣥࢭ㸦Swallow Scan㸪ࢱࢵࢽ㸪኱㜰㸪᪥ᮏ㸧

ࡽ࠿㸪⯉ᑤࡋ௜㈞ࢆ 15mm ࣮࣓ࣟࢡ࢖࣐ࣝࢱࢪࢹࢆ⨨఩ࡢ

ᙎᛶࡢ⯉㸪ࡽ࠿ᅽຊࡿࡍ▱ឤࡀࢧࣥࢭ㸪ᅽࡳ㎸ࡳᣳ࡛࣮ࢱ

㸪ࡵࡓࡿࡍᐃุࢆಙ㢗ᛶࡢ㸬 ᐃࡓࡋ࡜ࡉ◳ࡢ⯉ࡋฟ⟭ࢆ⋠

⣭ෆ┦㛵ಀᩘ (ICC) ࡣ‽㸬᭷ពỈࡓ࠸⏝ࢆ 5% 㸬ࡓࡋ࡜
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　 ICC(1,1) 㸬ࡓࡗ࠶ᘱ⦆᫬ρ=0.775㸪⥭ᙇ᫬ρ=0.821࡛ࡣ
Spearman-Brown ࠸࠾࡟ᐃ ࡢࡉ◳ࡢ⯉㸪ࡾࡼ࡟බᘧࡢ

㸪3ࡣ࡚ ᅇ௨ୖ ᐃ᳨ࡓࡋᰝ್ࡢᖹᆒࡿ࠸⏝ࢆሙྜ㸪ρӍ
0.9 㸬ࡓࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉಖドࡀಙ㢗ᛶ࠸㧗ࡢ
IV㸬ᩥ⊩
1) Ishihara S, Nakao S, Nakauma M, Funami T, Hori K, 

Ono T et al. Compression test of food gels on 
ar t if icial tongue and its comparison with human test. 
J Texture Stud. 2013; 44: 104-114.

ࡢᐃἲ ࡢࡉ◳ࡢ⯉ࡓࡋ࡜ⓗ┠ࢆホ౯ࡢ⬟ᶵࢢࣥࢪ࣮࢖ࢡࢫ

☜❧

ᕝᑦᙪ㸪ⓙᮌ⚈క㸪ᮧୖ࿴⿱㸪⦻ᒣᙲ㞝㸪ụ㑓୍඾➟ࠐ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

Measurement of tongue-hardness for the assessment of squeezing ability.

Kasakawa N, Minagi Y, Murakami K, Fusayama A, Ikebe K

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
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3

4 ࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡅྥ࡟⏝ᛂࡢ࡬ṑ⛉⿵⥛Ꮫࡢࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢱ࣮ࢹ

ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ႙ኻࡢṑࡓ࠸⏝ࢆ⾡໬ᢏྠࢱ࣮ࢹ

1) ኱㜰኱ᏛṑᏛ㒊㝃ᒓ⑓㝔་⒪᝟ሗᐊ㸪
2) ኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

Application of data science to clinical dentistry
Simulation of tooth loss with data assimilation

Nozaki K1), Sato H2), Mihara Y2), Matsuda K2), Ikebe K2)

1) Osaka University Dental Hospital Medical Information, 
2) Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry

I㸬┠ⓗ
　ṑࡢḞᦆ㒊ࡢ⿵⥛ฎ⨨ࡢ㝿ࡣ࡟㸪ṧᏑṑࡿࡼ࡟ညྜ᫬

㡿ᇦ࡞࠺ࡼࡢࡇ㸬ࡿࡍホ౯ࢆ࠿ྰ࠿ⰋዲࡀᏳᐃ࡞ຊᏛⓗࡢ

ணᚋ࡟ศ㢮ࡢညྜᨭᣢᇦࡢ㸪⮻ṑ㒊ࡧ࿧࡜ညྜᨭᣢᇦࢆ

ࡿࡍᏑᅾࡶᣦᶆࡓࡋᑟධࢆᴫᛕࡢ 1)㸬ࡋ࠿ࡋ㸪⌧ᅾࡢḞᦆ

႙ኻࡢṑࠊࡋ ணࢆ⛣㑄ࡢḞᦆᣑ኱ࡢᑗ᮶ࡽ࠿࣮ࣥࢱࣃ

ண㜵ࡣ࡜ࡇࡿࡆ࡞ࡘ࡟ᐜ࡛᫆࠸࡞ࡣ㸬ᮏ◊✲࡛ࡣ㸪ᶵᲔᏛ

⩦ⓗࡽ࠿ࢳ࣮ࣟࣉ࢔࡞⤒᫬ⓗ࡞ṑࡢ᭷↓ࡢኚ㑄࣑ࣗࢩࢆ

㸬ࡓࡗ⾜ࢆ Ḟᦆணࡋࣥࣙࢩ࣮ࣞ
II㸬᪉ἲ

　኱㜰኱Ꮫࡿࡼ࡟೺ᗣ㛗ᑑ◊✲ࡢ 2,088 ࢱ࣮ࢹᶓ᩿ࡢྡ
㸪ྠ୍⿕㦂࡟ࡵࡓࡢ⢭ᗘホ౯ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ㸬ࡓ࠸⏝ࢆ

ࡢ⪅ 3 ᖺᚋࡓ࠸⏝ࡶࢱ࣮ࢹࡢ㸬ཱྀ⭍᳨ᰝࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ㸪ညྜ
ᨭᣢࡢ᭷↓࡜㞄᥋㠃᥋ゐࡢ᭷↓࡟㛵ࡿࡍ᝟ሗࢆᚓࡓ㸬ᚓ

㞳ᩓ࡚ࣔࡋ࡜ࣝࢹࣔ⌮ᩘ⛣㑄ࡢ࣮ࣥࢱࣃḞᦆࢆ᝟ሗࡓࢀࡽ

ቑຍࡀࡿࡍῶᑡࡣṑ࡟Ꮫⓗ≀⏕࡚࠸࠾࡟㸬ᡂேࡓࡋ໬ࣝࢹ

ῶᑡࡢᮏᩘࡢṑࡽ࠿ࢱ࣮ࢹᶓ᩿࡚࠸ᇶ࡙࡟ࢀࡇ㸬࠸࡞ࡋࡣ

↓᭷ࡢ㞄᥋㠃࡜㸬ညྜᨭᣢࡓࡋᵓᡂࢆ᝟ሗ࡞᫬ⓗ⤒࠺࠸࡜

ࢱ࣮ࢹᶓ᩿ࢆ㸪ညྜᨭᣢ႙ኻࡋ⾲࡛ࣥࢺ࣐ࢺ࣮࣭࢜ࣝࢭࢆ

ࡢࣥࣟࢺࣉࢭ࣮ࣃ࡚ࡋᑐ࡟ែ㛵ᩘ≦ࡢ㸬ṑࡓࡋฟࡁᑟࡽ࠿

㔜ࢆࡳຍࡓ࠼ᑬᗘ㛵ᩘࢆ☜⋡ⓗ໙㓄㝆ୗἲ࡚᭱ࡗࡼ࡟ᑠ໬

ࡵồࢆ㢖ᗘࡿࢀࢃኻࡀṑྛ࡟㸪ṧᏑṑᩘẖࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

㸬ࡓ
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ
　ṑࡢ႙ኻࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ⤖ᯝࢆ㸪⦪᩿࡜ࢱ࣮ࢹẚ㍑

㸪ṇ☜ᗘ࡚ࡋ࡜ᯝ㸪⤫ィⓗᣦᶆ⤖ࡓࡋ 0.93㸪⢭ᗘ 0.95㸪
෌⌧⋡ 0.72㸪F ್ 0.81 㸬ညྜᨭᣢࡓࢀࡽᚓࡀᯝ⤖࠺࠸࡜
Ḟࡢṑࡢࢺࣄࡢ㸪௵ព࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ᝟ሗࡢ↓㞄᥋㠃᭷࡜

ᦆࢆ࣮ࣥࢱࣃ᥎ᐃྍ⬟࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶♧၀ࡓࢀࡉ㸬

ϫ㸬ᩥ⊩
1) ᐑᆅᘓኵ㸬Ḟᦆṑิࡢホ౯ࢡࢫࣜ࡜ண 㸬᪥⿵⥛఍ㄅ 

2013;5:21-27.

ဗ㢌ᮇᄟୗࡿࡅ࠾࡟㣗ሢ⛣㏦ຊࡢ ᐃ⿦⨨ࡢ㛤Ⓨ

᳃⏣�㐩ࠐ ��ᑠῲ㝯୍㑻 ��ዟ㔝೺ኴ㑻 ��ᴋ�ᑛ⾜ ��ᕝᮏ❶௦ ��㧘ᶫ୍ஓ

኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫ講ᗙ

Development of a device to evaluate the bolus transport force of pharyngeal swallowing

Morita S, Kobuchi R, Okuno K, Kusunoki T, Kawamoto A, Takahashi K

Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

I㸬┠ⓗ

　ᮏ◊✲࡛ࡣ , ᄟୗࡢဗ㢌ᮇࡿࡅ࠾࡟ , ዟ⯉ࡢ㏦ࡾ㎸ࡳ㐠

ື , ဗ㢌཰⦰➽ࡢ཰⦰ , 㣗㐨ࡢ㝜ᅽࡀ༠ㄪࡌ⏕࡛࡜ࡇࡿࡍ

ࡋ┠╔࡟ࡁື࠺࠸࡜㏦⛣ࡢ㣗ሢࡿ , ဗ㢌ᮇࡿࡅ࠾࡟㣗ሢ⛣

㏦ຊࢆ 1 ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ㛤Ⓨࡢᰝᶵჾ᳨ࡿࡍホ౯್࡛ᩘࡢࡘ ,
⿕㦂㐠ືࡢ࡜ࡈ㣗ሢࢆ⛣㏦ࡿࡍຊࡢẚ㍑᳨࣭ウࡓࡗ⾜ࢆ .
II㸬᪉ἲ

　6Fr ࢆࡳࡢඛ➃㒊ࡢࣝࢸ࣮ࢸ࢝ 12Fr ࣮ࢸ࢝ࡓࡋᣑᙇ࡟
ࡋᤄධࡽ࠿㰯Ꮝࢆࣝࢸ , ඛ➃ࡀ㣗㐨ධཱྀ㒊 2cm ୖ᪉࡟฿

㐩ࡿࡍ఩⨨࡛␃⨨ࡓࡋ . ᄟୗ᫬ࡀࣝࢸ࣮ࢸ࢝࡟㣗㐨᪉ྥ࡬

ᘬࡁ㎸ࡿࢀࡲ㐠ືࢆᤊ࡟ࡵࡓࡿ࠼ , ࡟እ⭍ཱྀࢆࣝࢸ࣮ࢸ࢝

タ⨨࣒࢘ࢽ࣑ࣝ࢔ࡓࡋᯈ࡟᥋⥆ࡓࡋ . ࡌ⏕࡟ᯈ࣒࢘ࢽ࣑ࣝ࢔

ࡋ ィ࡚࡟ᐃჾ ࢆࡳࡎࡦࡓ ,PC Ἴࡳࡎࡦࡓࢀࡉ♧⾲࡟ୖ

ᙧࢆ್ࢡ࣮ࣆࡢ㣗ሢ⛣㏦ຊࡓࡋ࡜ . ೺ᖖᡂே 15 ㇟ᑐࢆྡ

࡟ , ✵ᄟୗ࣭Ỉ 3mL ᄟୗ࣭Ỉ 5mL ᄟୗ࣭࣮ࣜࢮ 3g ᄟୗ࣭

ດຊᄟୗࢆ⿕㦂㐠ື࡚ࡋ࡜㣗ሢ⛣㏦ຊࡢ ᐃࡓࡗ⾜ࢆ . ⿕

㦂㐠ື࡟࡜ࡈ 10 ᅇࡢ㣗ሢ⛣㏦ຊࡢ ᐃ࠸⾜ࢆ , ᖹᆒࡢࡑ

ࡓࡋ࡜್⾲௦ࢆ್ . ⿕㦂㐠ືࡢ࡜ࡈ௦⾲್࠸⏝ࢆ , ⏨ዪ㛫

ࡋウ᳨࡚࠸ࡘ࡟ᕪࡢ㣗ሢ⛣㏦ຊࡢ , 㣗ሢࡢ㦂㐠ື⿕ྛࡓࡲ

⛣㏦ຊࡢᕪ࡚࠸ࡘ࡟ , ከ㔜ẚ㍑᳨࡚࡟ウࡓࡋ .( ኱㜰ṑ⛉኱

Ꮫ ་ࡢ೔⌮ጤဨ఍➨ 110941 ྕ )
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　⏨ዪ㛫࡛㣗ሢ⛣㏦ຊ࡟᭷ព࡞ᕪࡓࡗ࠿࡞ࡣ . ດຊᄟୗࡀ

✵ᄟୗ࣭Ỉ 3mL ᄟୗ࣭Ỉ 5mL ᄟୗ࣭࣮ࣜࢮ 3g ᄟୗ࡜ẚ

㍑࡚ࡋ᭷ព࡟㣗ሢ⛣㏦ຊࡀ㧗࠸⤖ᯝࡓࡗ࡞࡜ . ௚࡟✲◊ࡢ

࡚࠸࠾ , ດຊᄟୗࡣᄟୗ᫬ࡢဗ㢌ᅽ࠺࠸࡜ࡿࡏࡉ᪼ୖࢆሗ

࿌ࡿ࠶ࡀ . ᮏ◊✲ࡶ࡚࠸࠾࡟ , ດຊᄟୗࡀ௚ࡢ⿕㦂㐠ື࡜

ẚ㍑࡚ࡋ᭷ព࡟㧗ࡽ࠿࡜ࡇ࠸ , 㣗ሢ⛣㏦ຊࡢ ᐃ⿦⨨ࡣດ

ຊᄟୗࡢ≉ᚩࢆᤊࡓࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ࠼ .

۵㔝ᓮ୍ᚨ 1)㸪బ⸨ோ⨾ 2)㸪୕ཎ♸௓ 2)㸪ᯇ⏣ㅬ୍ 2)㸪ụ㑓୍඾ 2)
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6

኱㜰኱ᏛṑᏛ㒊㝃ᒓ⑓㝔࿪ᄮ⿵⥛⛉ཱྀࡿࡅ࠾࡟၁ཱྀ⵹⿣ᝈ⪅ࡢ

⿵⥛἞⒪࡚࠸ࡘ࡟

ᐩ⏣㸦᳃⏣㸧❶Ꮚ㸪ᶒ⏣▱ஓ㸪�㧘ᶫ฼ኈ㸪�℈⏣　໶㸪�ụ㑓୍඾ࠐ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

Prosthetic treatment for cleft lip and palate patients in Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation,
Osaka University Dental Hospital

Tomita (Morita) A, Gonda T, Takahashi T, Hamada T, Ikebe K

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ϩ㸬┠ⓗ
　኱㜰኱ᏛṑᏛ㒊㝃ᒓ⑓㝔ཱྀ࡛ࡣ၁⿣ཱྀ࣭⵹⿣ཱྀ࣭⭍
㢦㠃ᡂ⫱἞⒪ࢆ࣮ࢱࣥࢭタࡅ㸪ཱྀ⭍እ⛉㸪▹ṇṑ⛉㸪
⿵⥛ṑ⛉ࡢ࡜㐃ᦠࡾࡼ࡟ໟᣓⓗ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢳ࣮ࣟࣉ࢔
ṑ⛉἞⥛⿵ࡢ⪅၁ཱྀ⵹⿣ᝈཱྀࡿࡅ࠾࡟⛉㸬௒ᅇ㸪ᙜࡿ
⒪ࢆᢕᥱࡵࡓࡿࡍ㸪㐣ཤ 21 ᖺࡢ἞⒪ෆᐜ࡚࠸ࡘ࡟ㄪᰝ
㸬ࡓࡋ
ϩ㸬᪉ἲ
　1997 ᖺࡽ࠿ 2018 ᖺࡢ࡛ࡲ 21 ᖺ㛫࡟㸪኱㜰኱Ꮫṑ
Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔࿪ᄮ⿵⥛⛉࡚࡟⿵⥛⿦⨨ࢆ⿦╔ࡓࡋᝈ⪅
91 ᛶู㸪⿣ᆺ㸪࡚ࡋ࡜┠㸬ㄪᰝ㡯ࡓࡋ࡜㇟ㄪᰝᑐࢆྡ
ୖ㢡Ḟᦆṑᩘ㸪⿵⥛⿦⨨ࡢ✀㢮㸪⿦╔ᮇ㛫ࢆㄪᰝࡓࡋ㸬
Ϫ㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ
　௒ᅇㄪᰝࡓࡋᑐ㇟ࡣ⏨ᛶ 39 ྡ㸪ዪᛶ 52 ྡ࡛㸪⿣
ᆺࡣ㸪୧ഃᛶ 47 ྡ㸪ᕥഃ 25 ྡ㸪ྑഃ 15 ྡ㸪ཱྀ⵹⿣
4 㸬ୖࡓࡗ࠶࡛ྡ 㢡Ḟᦆṑᩘࡣᖹᆒ 3.98ṑ㸦᭱ᑠ࡛ 0ṑ㸪

᭱኱࡛ 14 ṑ㸧࡛ࡓࡗ࠶㸬⿵⥛⿦⨨ࡢ✀㢮ࡣ㸪᭷ᗋ⩏
ṑ 66 ྡ㸪ࢪࢵࣜࣈ 18 ྡ㸪ࢺࣥࣛࣉࣥ࢖ 4 ྡ㸪ࡢࡑ௚
3 ྡ࡛㸪⿦╔ᮇ㛫ࡣᖹᆒ 65.6 ▷᭶㸦᭱࠿ 1 ᭶ᮍ‶㸪࠿
᭱㛗 19 ᖺ㸧࡛ࡓࡗ࠶㸬
　⩏ṑࡿࡼ࡟⿵⥛ṑ⛉἞⒪ࡢ๭ྜࡀ㧗ࡣࡢ࠸㸪⿣ᆺࡢ
୰࡛୧ഃᛶཱྀ၁ཱྀ⵹⿣ࡢ๭ྜࡀ㧗࠸ 1) 㸪Ḟᦆṑ࡟ࡵࡓ
ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡍ㉳ᅉ࡟࡜ࡇ࠸㧗ࡀ๭ྜࡢ⪅ᝈ࠸ከࡀᩘ
㸬ࡿ
　1997 ᖺࡽ࠿ 2018 ᖺࡢ࡛ࡲ 21 ᖺ㛫࡛㸪኱㜰኱Ꮫṑ
Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔࿪ᄮ⿵⥛⛉࡛⾜ࡓࡗ⿵⥛ṑ⛉἞⒪࡛ࡣ㸪
᭷ᗋ⩏ṑࡀ඲యࡢ 7 ๭ࢆ༨ࡶ᭱ࡵከࡓࡗ࠿㸬
ϫ㸬ᩥ⊩
1) ୰ཎ᫴୍㸪᪂⨾↷ᖾ㸪ྜྷ⏣☻ᘺ ࠿࡯：ཱྀ၁ཱྀ⵹⿣
ᝈ⪅࡟㛵ࡿࡍ␿Ꮫⓗ◊✲　➨ 64 ሗ ཱྀ၁ཱྀ࣭⵹⿣ࡢ⿣
ᆺูⓎ⌧⋡㸬ឡ㝔኱ṑㄅ㸬55(3)：191-201㸪2017.

Ϩ.　⥴ゝ
ᵝ࡞ࠎཎᅉ࡛㛗ᮇ㛫ညྜᨭᣢࡀᦆࡓࢀࢃ࡞≧ែࡃ⥆ࡀ
࡝࡞ࡳ③ࡢ⭎㸪ࡾࡇ⫪࿪ᄮᶵ⬟పୗ㸪㢡㛵⠇⑕≧㸪࡜
㸬ࡿࡃ࡚ࡌ⏕ࡀၥ㢟ࡢ
௒ᅇ �� ᖺ௨ୖࡿࡓࢃ࡟ညྜ೫఩࡛㢕⫪⭎⑕ೃ⩌ࡀ⏕
ᨵၿࡢ≦㸪⑕ࡋ╔⿦ࢆࢺࣥࣜࣉࢫ࡚ࡋᑐ࡟⪅ᝈࡿ࠸࡚ࡌ
㸬ࡿࡍሗ࿌ࢆ⑕౛ࡓࡳヨࢆ
ϩ.　⑕౛ࡢᴫせ
�� ṓ㸪ዪᛶ㸬୺ッ：�� ᖺ௨ୖ๓࡟⿵⥛἞⒪ࡗ࡞⾜ࢆ
࡚௨㝆࠸ࡽ࡙ࡳ࠿㸬ᕥഃࡾࡇ⫪ࡢ㸪ᕥ⭎ࡢཎᅉ୙᫂࡞
ࡎࡢṇ୰ࡿࡼ࡟ညྜ೫఩ࡢ࡬㸬ᡤぢ：ᕥഃࡿ࠶ࡀࡳ③
࢔࣮࢔ࣞࣇࡢ㸪ᕥୖ๓ṑࢀ ࡼ࡟἞⒪⥛⿵ࡿ࡞㸪ᗘ㔜ࢺ࢘
ࢀࡽࡳࡀⓎ⑕ࢆ⩌㸪㢕⫪⭎⑕ೃࢀࢃ␲ࡀኚ఩ࡢ㢡఩ࡿ
㸬ࡓ
Ϫ.　἞⒪ෆᐜ
ᮏᝈ⪅ࡣ୙㐺ྜ⿵⥛≀ࡿࡼ࡟㛗ᮇࡿࡓࢃ࡟ညྜ୙Ᏻᐃ

᥇ᚓࡢ㸪୰ᚰ఩ࡵࡓࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸ฟ࡚ࡀ≦⑕ࡾࡼ࡟
ᚋ㸪⑓ែࡢデ᩿㸪⤒㐣ࢆ☜ㄆྍࡵࡓࡿࡍ㏫ⓗಖᏑ⒪ἲ
㢕⫪⭎⑕࡜Ᏻᐃࡢ㸪ညྜࡾࡼ࡟⒪ἲࢺࣥࣜࣉࢫࡿ࠶࡛
ೃ⩌ࡢᨵၿࢆヨࡓࡳ㸬
ϫ.　⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ
࡟ᣲୖࡢညྜ㧗ᚄࡢ୧ഃ⮻ṑ㒊ࡿࡼ࡟⒪ἲࢺࣥࣜࣉࢫ
క࠸㢕⫪⭎⑕ೃ⩌୍࡟ᐃࡢᨵၿࡓࢀࡽࡳࡀ㸬
⥛⿵෌ࡢ㸪᪩ᮇࡵࡓࡿΏ࡟㛗ᮇࡀ㐣⤒ࡢ≦㸪⑕ࡋ࠿ࡋ
࠸࡞ࡌ⏕ࡀࢀࡎࡢ෌ᗘࡢ㸪ညྜࡋព␃ࢆࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࡣ࡟
㸬ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ἞⒪࡟ៅ㔜࠺ࡼ

㛗ᮇ㛫ࡿࡓࢃ࡟ညྜ೫఩ࢆ᭷ࡿࡍᝈ⪅࡟ᑐࢺࣥࣜࣉࢫ࡚ࡋ

⒪ἲࢆᛂ⏝ࡓࡋ⑕౛

⏥　ᑠᐊۑ

་⒪ἲேᑠᐊ఍　ᑠᐊṑ⛉ࣝࣅࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫデ⒪ᡤ

Sprint therapy for a patient with occlusal excursion over a long period

Komuro H

Komuro Dental Clinic
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ࡓ࠸⏝ࢆ⬊ከ⬟ᛶ๓㥑⣽ࡿࡅ࠾࡟ࣝࢹඛኳᛶ㢡⿣ࣔࢺࢵࣛ

EGCG 㦵ᙧᡂࡢࣥࢳࣛࢮྜ⤖

ᒣᬛྐ➲ࠐ 1)㸪ཎ　᭸ஓ 1)㸪⏣୰▱ᡂ 2)㸪ᮏ⏣⩏▱ 3)㸪㤿ሙಇ㍜ 1)

1)኱㜰ṑ⛉኱Ꮫཱྀ⭍ࢺࣥࣛࣉࣥ࢖Ꮫ講ᗙ㸪2)ி㒔ᕤⱁ⧄⥔኱Ꮫࣝ࢔ࣜࢸ࣐ࢫ࣮࣋࢜࢖ࣂᏛᑓᨷ㸪
3)኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ୰ኸṑᏛ◊✲ᡤ

Osteogenesis of multipotent progenitor cells with the epigallocatechin gallate-modified gelatin sponge in rat 
congenital cleft-jaw model
Sasayama S1), Hara T1), Tanaka T2), Honda Y3), Baba S1)

1) Department of Oral Implantology, Osaka Dental University, 2) Department of Biobased Materials Science, 
Graduate School of Science and Technology, 3) Institute of Dental Research, Osaka Dental University

,㸬┠ⓗ

　၁㢡ཱྀ⵹⿣ࡸᗈᇦ㦵Ḟᦆ㒊ࡢ㦵෌⏕ࡣᮍࡔᅔ㞴࡛ࡿ࠶ .
ࡣࡽ⪅₇ , ⥳Ⲕ⏤᮶࢚ࢺ࣮ࣞ࢞ࣥ࢟ࢸ࢝ࣟ࢞ࣆ (EGCG) ࢆ
ࡏࡉྜ⤖໬Ꮫ࡟ࣥࢳࣛࢮ , ┿✵ຍ⇕ࡓࡋ┿✵ຍ⇕ᆺ࢝࢟ࢸ

ࣥࢳࣛࢮࣥ (vhEGCG-GS) ࡀ , ┿✵ຍ⇕ᆺࣥࢳࣛࢮ
(vhGS) ࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡍ♧ࢆ⬟⏕㦵෌ࡓࢀඃ࡭ẚ࡟

ࡀ , ⣽⬊᧛✀ᮦᩱࡢ࡚ࡋ࡜᭷⏝ᛶ࠸࡞࡛࠿ࡽ᫂ࡣ . ᮏ◊✲

ࡣ , ᪂つ⣽⬊᧛✀ᢸయࡢ㛤Ⓨࡅྥ࡟ ,vhEGCG-GS ᮦᩱࡢ

Ꮫⓗホ౯࠸⾜ࢆ , ࡋ✀᧛ࢆ⬊ከ⬟ᛶ๓㥑⣽࡟㢡⿣㒊ࢺࢵࣛ

ࡓ vhEGCG-GS ࡓࡋウ᳨ࢆ㦵ᙧᡂ⬟͑ᶵᗎࡢ .
II㸬᪉ἲ

　EGCG ࡏࡉྜ⤖໬Ꮫ࡟ࣥࢳࣛࢮࢆ , ෾⤖஝⇱ , ┿✵ຍ⇕

ࡋ vhEGCG-GS ࡓࡋస〇ࢆ . ᑐ↷ᐇ㦂࡟ EGCG ࡋ᭷ྵࢆ

࠸࡞ vhGS స〇ᚋࢆ , ㉮ᰝᆺ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾 (SEM) ほᐹ ,
Zeta 㟁఩ ᐃ , ᥋ゐゅ ᐃ࡚࡟ᮦᩱᏛⓗホ౯ࡓࡗ⾜ࢆ .
⣽⬊ࡣ F344 㞝ࢺࢵࣛ 8 㐌㱋ࡽ࠿⧊⤌⫫⬡ࡢㄪᩚࡋ , ࢺࢵࣛ

㢡⿣㒊�ȭ����PP�ྛ࡟ヨᩱࢆᇙධࡋ �͑� 㐌ᚋ࣐ࣟࢡ࢖ &7

ࡓࡗ⾜ࢆᏛⓗホ౯⧊⤌࡜ 㦵ᙧែィ࡚࡟ �ᐇ㦂⩌ࡣ୧ᢸయ

⩌✀⣽⬊᧛ࡢ �ᑐ↷⩌ࡣ㠀ᇙධ⩌ �YK*6�YK(*&*�*6 ༢⊂

ࢵ࢔GV'1$ࢆ⣽⬊᥋╔ᛶ࡚࡟LQ�YLWUR࡟ࡽࡉ�ࡓ࠸⏝ࢆ⩌

ࡓࡋホ౯࡚࡟ගච␿ᰁⰍ⺯࡜࢖ࢭ �⤫ィゎᯒࡣ �୍ḟඖศ

ᩓศᯒ7࡜XNH\�.UDPHU ἲࡓ࠸⏝ࢆ �

,,,㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　6(0 ほᐹ �GV'1$ ࡾࡼගච␿ᰁⰍ⺯�࢖ࢭࢵ࢔

YK(*&*�*6 ࡣ YK*6 ࢀඃ࡟⬟╔⣽⬊᥋࡭ẚ࡟ �⣽⬊ࢆຠ

⋡ⓗ࡟ᤕᤊࡓࡋ �㦵ᙧែィ ࡜⤌⧊Ꮫⓗホ౯ࡾࡼ�

YK(*&*�*6 ࡓࡵㄆࢆ㦵ᙧᡂࡓࢀ⣽⬊᧛✀⩌࡛ඃࡢ ࡓࡲ� �

=HWD 㟁఩ ᐃࡾࡼYK*6 ࢫࣛࣉࡣ �YK(*&*�*6 ࢫࢼ࢖࣐ࡣ

ࡓࡋᖏ㟁࡟ �ᮏ⤖ᯝࡾࡼ�(*&* ⾲ࡢᢸయࣥࢳࣛࢮࡣྜ⤖ࡢ

㠃ᛶ≧ࢆኚ໬ࡏࡉ �⣽⬊ࢆຠ⋡ⓗ࡟ᤕᤊ �㦵ᙧᡂࢆቑᙉࡉ

ࡓࢀࡉ၀♧ࡀᛶ⬟ྍࡿ࡞࡜㠃ಟ㣭᪉ἲ⾲ࡿࡏ �

� ኱㜰ṑ⛉኱Ꮫື≀ᐇ㦂೔⌮ጤဨ఍ᢎㄆ ���������

I㸬┠ⓗ
࠸࠾࡟ἣୗ≦࡞ࠎ㸪ᵝ࠸క࡟Ⓨᒎࡢ⾡ᢏ࢖ࣞ࢔ࣟࢡ࢖࣐　

࡚㑇ఏᏊࡢⓎ⌧≧ែࣀ࣒ࢤࢆ ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ▱࡟ࢻ࢖࣡

క࡟㐍Ṍࡢ㑇ఏᏊゎᯒᡭἲࡣ࡚࠸࠾࡟✲◊㸬⒴ࡓࡗ࡞࡟

࡚ࡗ࡞࡟⏝᭷࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㑅ᢥࡢ἞⒪ἲࡸ࣮ࣝࢶ㸪デ᩿࠸

㑇ఏᏊゎࡿࡍ㛵࡟ᛶ⑌ᝈ࣮ࢠࣝࣞ࢔㸪ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ㸬ࡿ࠸

ᯒ⤖ᯝࡾࡲ࠶ࡣሗ࿌࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ㸬࡛ࡇࡑᮏ◊✲࡛ࡣ㔠ᒓ

⨶⥙ࢆࣝ࣋ࣞ⌧ⓗ㑇ఏᏊⓎ␗≉ࡿࡍ㛵୚࡟Ⓨ⑕࣮ࢠࣝࣞ࢔

ⓗ᳨࡟ウࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗࡓࡋ࡜㸬
II㸬᪉ἲ
　㔠ᒓࢆ࣮ࢠࣝࣞ࢔⮬ぬ࠸࡞࠸࡚ࡋ೺ᖖ⪅࡛࣮ࣜࢧࢭࢡ࢔࡜

 㸪International࡚࠸ࡘ࡟⪅㦂⿕ࡘᣢࢆ ᪤ࡿࢀࡪ࠿
contact dermatit is research group 㸪㔠ᒓ࡚ࡗ๎࡟‽ᇶࡢ
ࢵࣃ㸬ࡓࡋᐇ᪋ࢆࢺࢫࢸࢳࢵࣃࡿࡼ࡟ヨ⸆㔠ᒓ࣮ࢠࣝࣞ࢔

๓㸪3ࢺࢫࢸࢳ ᪥ᚋ㸪1 㐌㛫ᚋ࡟ᮎᲈ⾑ࢆ᥇ྲྀࡋ㸪
3D-GeneⓇ㸦TORAY ♫〇㸧࡛ 㸬ࡓࡗ⾜ࢆゎᯒ࢖ࣞ࢔ࣟࢡ࢖࣐

III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ
㸪ࡀࡓࡗ࠿࡞ࡵㄆࢆ཯ᛂࡣ⪅೺ᖖ࡚࠸࠾࡟ࢺࢫࢸࢳࢵࣃ　

㸬⺯ගࡓࡵㄆࢆ㝧ᛶ཯ᛂࡣ⪅㦂⿕ࡿࢀࡪ࠿࡛࣮ࣜࢧࢭࢡ࢔
X ⥺ศᯒ⿦⨨࡛ࢆ࣮ࣜࢧࢭࢡ࢔ࡿࢀࡪ࠿ศᯒࡓࡋඖ⣲࡜

㸬ࡓ࠸࡚ࡋ⮴୍ࡣඖ⣲ࡢ㝧ᛶࢺࢫࢸࢳࢵࣃ

㸪2567࡛࢖ࣞ࢔ࣟࢡ࢖࣐　 ࡓࡋ໬್ᩘࢆ㑇ఏᏊⓎ⌧ᙉᗘࡢ

ᚋ㸪ࢺࢫࢸࢳࢵࣃᐇ᪋๓ᚋ࡜⿕㦂⪅㛫࡛ẚ㍑᳨ウࡋ㸪2 ⩌

㛫ࡢⓎ⌧㔞ࡢẚࡀ 1.5 ௨ୖ࡛ࡤࢀ࠶㸪Ⓨ⌧㑇ఏᏊ࡟ᕪ࠶ࡀ
ࡀ㛵㐃ሗ࿌ࡣ࡟୰ࡢ㑇ఏᏊࡓࢀࡽࡵㄆࡀ㸬Ⓨ⌧ᕪࡓࡋ࡜ࡿ

㸪᪂ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶ࡀࡢࡶᮍゎ᫂ࡶ⬟ᶵࡸࢺࢵࢤ࣮ࢱ㸪ࡃ࡞

つ࣮࣮࣐࣮࢝ࢠࣝࣞ࢔ࡢೃ⿵ࡾ࡞࡟ᚓࡿ㸬᳨࡟ࡽࡉドࢆ㐍

࢖ࣂࡿ࠺ࡋデ᩿ࢆ࣮ࢠࣝࣞ࢔㔠ᒓ࡟౽㸪⡆ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵ

࣐࣮࣮࢜࢝㸪ࡣ࡟ࡽࡉ἞⒪ᶆⓗ࠸ࡓࡋ❧☜ࢆ㸬

㔠ᒓ࡟࣮ࢠࣝࣞ࢔㛵୚ࡿࡍ≉␗ⓗ㑇ఏᏊ᳨ࡢウ

KDQJ�<XHKXL㸪⣽ᮌ┿⣖㸪኱ᓥṇ඘㸪ᐑᇛ㯞཭㸪ᡂ㇂⨾⥴㸪ᯇ㤶ⰾ୕=ࠐ

ᚨᓥ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་ṑ⸆Ꮫ◊✲㒊　㢡ᶵ⬟ညྜ෌ᘓᏛศ㔝

Investigation of specific genes involved in metal allergy

Zhang Y，Hosoki M，Oshima M，Miyagi M，Naritani M, Matusuka Y

Department of stomatgnathic function and occlusal reconstruction, Graduate School of Biomedical Sciences, Tokushima University
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⣽ࡢୖ⫼⯉ࡀΎᤲ⯉࡜ᦤ㣗ࡢࢺࢵࣞࣈࢱ᭷ྵࢮ࣮࢔ࢸࣟࣉ

ᙳ㡪ࡿ࠼୚࡟ྀ⳦

ᙬᏊ◁┾ۑ ��୪Ἑ኱⿱ ��▼ᮏ࡯ࡳᏊ ��᭷ᕝ㤶⧊ ��஭ୖኴ㑻 ��㧘ᶫ୍ஓ

኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫ講ᗙ

Effect of taking tablets containing protease and tongue cleaning on microbiota of the dorsum of the tongue

Masago A, Namikawa D, Isimoto M, Arikawa K, Inoue T, Takahashi K

Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University

Ϩ㸬┠ⓗ

ཱྀ⭍ෆ࡟⿦╔ࡓࡋ⩏ṑ⾲㠃ࡣ࡟ , ࡓࡋ᮶⏤࡟ၚᾮࡸ⫼⯉

ᵝཱྀ࡞ࠎ⭍⣽⳦✀ࡀ௜╔ࡋ , ࡿࡍᙧᡂࢆ࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ࣂ . ⩏
ṑࡸ⯉⾲㠃ࡽ࠿๤㞳ࡓࡋᡂ⇍ࡣ࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ࣂ , ᄟୗຊࡢ

పୗࡓࡋ㧗㱋⪅ࡢ⅖⫵࡚ࡗ࡜࡟኱ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࡞࡜ࢡࢫࣜ࡞ࡁ ,
ᵝ࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ࣂ࡞ࠎ㝖ཤ᪉ἲࡓࡁ࡚ࢀࡉ✲◊ࡀ . ᭱㏆ , ࣂ
ࡧ୪࡜⵳✚㔞࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ , ཱྀ⭍⣽⳦ྀࡀࢫࣥࣛࣂࡢ⫵⅖Ⓨ

⑕࡜㛵㐃ࡀ࡜ࡇࡿࡍሗ࿌ࡀࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࢀࡉ , ཱྀ⭍Ύᤲࡢ࡝࡞
௓ධཱྀࡿࡼ࡟⭍⣽⳦ྀࡢኚ໬࡟㛵ࡿࡍ▱ぢࡣᑡࡀࡢ࠸࡞⌧

ࡿ࠶࡛≦ , ᮏ◊✲࡛ࡣ , ೺ᖖᡂேࡋ࡜⪅᳨⿕ࢆ , ⯉Ύᤲࡸ
⯉ⱏ㝖ཤ⏝ࡢࢺࢵࣞࣈࢱᦤ㣗࡚ࡗࡼ࡟⯉ⱏࡢ⣽⳦ྀࡢ࡝ࡀ

⛬ᗘኚ໬᳨࠿ࡿࡍドࡓࡗ⾜ࢆ .
ϩ㸬᪉ἲ

೺ᖖᡂே ࡋ࡜⪅㦂⿕ࢆ11ྡ , ㉳ᗋᚋ࡟⯉ⱏࢆ᥇ྲྀࡓࡋᚋ࡟ ,
Ύᤲ⯉ࡿࡼ࡟ࢩࣛࣈ⯉ , ࡧࡼ࠾᭷ྵࢮ࣮࢔ࢸࣟࣉࡣ࠸ࡿ࠶
㠀ྵ᭷ࡢࢺࢵࣞࣈࢱᦤ㣗ࢆᐇ᪋ࡓࡋ � ࡟ࡽࡉ � ⩣ᮅ㉳ᗋᚋ

࠸⾜ࢆࢢࣥࣜࣉࣥࢧࡢᵝྠ࡟ � ௓ධ๓ࡢ࡜ࣝࣉࣥࢧࡢẚ㍑

ゎᯒࡓࡋ࡜࡜ࡇ࠺⾜ࢆ � ຍ࡚࠼ � 㠀௓ධ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥࡢᐇ㦂

ࡓࡋᐇ᪋ࡶ �᥇ྲྀࡣࣝࣉࣥࢧྛࡓࡋ �ಖ෭⛣㏦ᚋ࡟ '1$ ᢳ

ฟࡋ ♫ࢼ࣑ࣝ࢖� 0L6HT ࡚࠸⏝ࢆ ��6�U51$ 㑇ఏᏊ 9��9�

㡿ᇦࡢሷᇶ㓄ิࢆゎᯒࡓࡋ �� ኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ೔⌮ጤဨ఍➨

������ ྕ �

Ϫ㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

ࡳࡢ⩌ᦤ㣗ࢺࢵࣞࣈࢱ᭷ྵࢮ࣮࢔ࢸࣟࣉ � ከᵝᛶ࢓ࣇࣝ࢔

ࡓࢀࡽࡳࡀቑຍࡢ � ࡓࡲ � ⯉Ύᤲ⩌ࢺࢵࣞࣈࢱࡸᦤ㣗⩌࡟

ࡀࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵㄆࡣኚ໬࡞᭷ពࡢ⣽⳦ྀ඲య࡚࠸࠾ ࣉ�

ࢆΎᤲ⯉ࡿࡼ࡟ࢩࣛࣈ⯉࡜ᦤ㣗ࢺࢵࣞࣈࢱ᭷ྵࢮ࣮࢔ࢸࣟ

ࡢᐃ≉ࡳࡢ࡚࠸࠾࡟⩌ࡓࡗ⾜ RSHUDWLRQDO�WD[RQRPLF�

XQLW㸦278㸧ࡢ᭷ព࡞ቑῶࡀほᐹࡓࢀࡉ � ᮏ◊✲ࡾࡼ࡟ �

⯉Ύᤲࢺࢵࣞࣈࢱࡸᦤ㣗ࡀ⯉ⱏ⳦ྀࢆኚ໬ྍࡿࡏࡉ⬟ᛶࡀ

ࡓࢀࡉ၀♧ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ �

Ϩ㸬 ┠ⓗ
࡟㔠ᒓࣥࢱࢳ⣧ࡓࡋᯒฟࢆᵓ㐀ࣀࢼሗ࿌࡛㸪ࡢ࡛ࡲࢀࡇ　

ຍ⇕ཬࡧ UV ฎ⌮ࢆ᪋ྛ࡛࡜ࡇࡍ✀◳⤌⧊ศ໬ㄏᑟཬึࡧ
ᮇ᥋╔⬟ࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍୖྥࡀ㸬௒ᅇࡣ᪩ᮇࡢ

⾑⟶᪂⏕ࢆ┠ᣦࡋ㸪ᮏᵓ㐀ࡀ⾑⟶ෆ⓶⣽⬊ึࡢᮇ᥋╔⬟࡟

㸬ࡓࡋウ᳨࠿ࡢࡿ࠼୚ࢆᙳ㡪࡞࠺ࡼࡢ࡝

ϩ㸬 ᪉ἲ

　ᐇ㦂⩌ࣜ࢝ࣝ࢔࡚⃰ࡋ࡜ฎ⌮ࡧࡼ࠾ 600Υࡢຍ⇕ฎ⌮ࢆ᪋

࡟㔠ᒓ⾲㠃ࣥࢱࢳ⣧ࡓࡋ UV ฎ⌮ࢆࡢࡶࡓࡋࢆ㸪ᑐ↷⩌ࡋ࡜

࡚ UV ↓ฎ⌮ࢆࡢࡶࡢ౑⏝ࡋ㸪positive control ࣀࢼ࡚ࡋ࡜
ᵓ㐀ᯒฟ⣧ࣥࢱࢳ㔠ᒓࢆ౑⏝ࡓࡋ㸬ヨᩱ⾲㠃ࡿࡅ࠾࡟ඖ⣲

ศᯒࢆ X ⥺㟁Ꮚศගศᯒ⿦⨨㸦XPS㸧ࡓࡗ⾜࡚࡟㸬ࡓࡲ㸪

㸪3࠸⾜ࢆ௦ᇵ㣴⥅ࡢ⬊ෆ⓶⣽⟶⾑ࢺࢵࣛ ௦┠ࢆᐇ㦂࡟౪ࡋ
㸬ࡓ

　᥋╔ࡢ≧ែࢆᇵ㣴㛤ጞᚋ 0.5㸪1㸪2 ᫬㛫┠࡟᥋╔⣽⬊ࡢ

㸦ᩘcell biability㸧㸪3 ᫬㛫┠࡟ᙧ≧㸦⺯ගᰁⰍἲ㸧ࢆㄪࡓ࡭㸬

3ࠊ࡟ࡽࡉ ᪥㸪7 ᪥㛫࡟⣽⬊ࡢ᥋╔⬟ࢆᇵ㣴⣽⬊ࡢ mRNA 
㸪Icam1࠸⏝ࢆ ࡧࡼ࠾ Vonwillebrand factor ᗘ⛬ࡢ⌧Ⓨࡢ

㸬ࡓࡋ⣴᳨ࡽ࠿

Ϫ㸬 ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　XPS ࡧࡼ࠾⌮㸪ຍ⇕ฎࡾࡼ࡟ゎᯒࡢ UV ฎ⌮ࢆ᪋࡜ࡇࡍ

࡛⣧ࣥࢱࢳ㔠ᒓ⾲㠃ࡢởࡍ♧ࢆࢀ C ㇟⌧࠸ࡋⴭࡢࢡ࣮ࣆࡢ
㑇ࡧᮇ᥋╔⬟ཬึࡢ⬊㸬ᐇ㦂⩌࡛⾑⟶ෆ⓶⣽ࡓࢀࡽࡵㄆࡀ

ఏᏊⓎ⌧ࡣ඲࡚ࡢィ ᫬㛫࡚࠸࠾࡟㸪᭷ព࡟㧗ࡋ♧ࢆ್࠸

ࣀࢼࡓࡏࡉᯒฟ࡟㔠ᒓ⾲㠃ࣥࢱࢳ⣧ࠊࡾࡼᯝ⤖ࡢ㸬௨ୖࡓ

ᵓ㐀ࡢ࡬ຍ⇕ཬࡧ UV ฎ⌮ࡀ⾑⟶ෆ⓶⣽⬊ึࡢᮇ᥋╔⬟ཬ
ࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉୖྥࡶ᭱ࢆ࣮࣮࣐࢝⌧㑇ఏᏊⓎࡧ

㸬ࡓ

ϫ㸬 ᩥ⊩
1) Komasa S, Taguchi Y, Tanaka M. Bioactivity of Nanostructure 
on Titanium Surface Modif ied by Chemical Processing at Room 
Temperature. J. Prosthodont. Res. 2012㸹56：170-177㸬

ࡧຍ⇕ཬࡢ࡬㔠ᒓࣥࢱࢳᵓ㐀ᯒฟ⣧ࣀࢼ UV ฎ⌮ࡀ

⾑⟶ෆ⓶⣽⬊ึࡢᮇ᥋╔⬟࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪

Ἴᗋ┿౫ۑ ��㸪ᑠṇ　⪽ ��㸪ᑎ⏣▱㔛 ��㸪㧗ᑿㄔ஧ ��㸪ᯇᮏ༟ᕭ ��㸪すᓮ┿⌮Ꮚ ��㸪

ᴋᮏဴḟ ��㸪ྜྷᓠⱱᶞ ��㸪ᑠṇ　⿱ ��㸪ᒸᓮᐃྖ ���

�� ኱㜰ṑ⛉኱ᏛḞᦆṑิ⿵⥛ညྜᏛ講ᗙ㸪�� ኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ་⒪ಖ೺Ꮫ㒊ཱྀ⭍ᕤᏛ⛉

Influence of heated and UV treated nanostructured titanium surface on initial adhesion of vascular 
endothelial cells

Hatoko M1), Komasa S1), Terada C1), Takao S1), Matsumoto T1), Nishizaki M1), Kusumoto T2), 
Yoshimine S1), Komasa Y2), Okazaki J1)

1) Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 
2) Faculty of Health Sciences Oral Health Engineering, Osaka Dental University
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ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢥࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ╔᥋࢖࢞࢖ࡢ࡬ࣥࢱࢳᵓ㐀ᯒฟ⣧ࣀࢼ

ຠᯝࡿ࠼୚࡟య㐺ྜᛶ⏕ࡀ

żᑺ　ᚫᰤ 1), ᑠṇ　⪽ 1), Chen Luyuan1), Yuanyuan Yang1), Zeng Yuaho1),  
Zhang Honghao1), すᓮ　ᏹ 2)㸪ྜྷᓠⱱᶞ 1)㸪ᒸᓮᐃྖ 1)
1) ኱㜰ṑ⛉኱ᏛḞᦆṑิ⿵⥛ညྜᏛ講ᗙ㸪2) ኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ་⒪ಖ೺Ꮫ㒊ཱྀ⭍ᕤᏛ⛉

Effect of Mussel Adhesive Protein coated titanium with nanonetwork structures on implant surrounding tissues in vitro.

Yin D1), Komasa S1), Chen L1), Yuanyuan Y1), Zeng Y1), Zhang H1), Nishizaki H2), Yoshimine S1), Okazaki J1)

1) Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University,
2) Faculty of Health Sciences Oral Health Engineering, Osaka Dental University

Ϩ㸬 ┠ⓗ 
ࡵࡓࡢࡑ㸪ࡾ࠶㔜せ࡛ࡀᏳᐃᛶࡢᇙධᚋࡣࢺࣥࣛࣉࣥ࢖　

ࡼ࠾ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢢࢸࣥ࢖࢜ࢭࢵ࢜࡞㛗ᮇⓗࡧࡼ࠾᪩ᮇࡣ࡟

╔᥋࢖࢞࢖㸪ࡣ࡛✲◊㸬ᮏࡿ࠶㔜せ࡛ࡀ⬟㦵ᙧᡂㄏᑟࡧ

㉁ࢡࣃࣥࢱ (MAP) (1(TNS) ࣥࢱࢳᵓ㐀ᯒฟ⣧ࣀࢼࢆ ࣮ࢥ࡟
ࢺࣥࣛࣉࣥ࢖᪂つࡍಁࢆ⬟㦵ᙧᡂ࠸㧗࡛࡜ࡇࡿࡍࢢࣥ࢕ࢸ

ᮦᩱࡢ๰〇ࢆ┠ᣦࢁࡇ࡜ࡓࡋ㸪⯆࿡ࡿ࠶▱ぢࢆᚓࡢࡓࢀࡽ

࡛ሗ࿌ࡿࡍ㸬

ϩ㸬 ᪉ἲ 
　ᐇ㦂ᮦᩱ࡚ࡋ࡜㸪JIS2 ✀⣧ࣥࢱࢳᯈࢆ౑⏝ࡋ㸪10M ࡢ

Ỉ㓟໬࣒࢘ࣜࢺࢼỈ⁐ᾮ࡟ᾐₕࡋ TNS ࢆࡢࡶࡓࡏࡉᯒฟࢆ

ᑐ↷⩌㸪ྠᮦᩱ࡟ MAP ⩌ᐇ㦂ࢆࡢࡶࡓࡋࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢥࢆ

ࢆ㠃ᵓ㐀⾲ࡢ㸬ヨᩱ⾲㠃ࡓࡋ⏝౑࡚ࡋ࡜ SEMࠊSPMࠊ
FTIR ࢆඖ⣲ศᯒࡢほᐹ㸪⾲㠃࡚࡟ XPS 㸬SDࡓࡗ⾜࡚࡟
㞝ᛶࣛࡽ࠿ࢺࢵ㦵㧊㛫ⴥ⣽⬊ࢆ༢㞳ࠊࡋ⥅௦ᇵ㣴3ࠊࡋ ௦
╔⣽⬊ึᮇ᥋ࡿࡅ࠾࡟⩌㸬ྛࡓࡋ✀᧛࡟ヨᩱୖ✀ྛࢆ┠

⬟㸪◳⤌⧊ศ໬ㄏᑟ⬟㸪ᇵ㣴⣽⬊ࡾࡼ㏫㌿෗ᚋᚓࡓࢀࡽ
mRNA ࡾࡼ ALP mRNAࠊRUNX2 mRNA ⌧㑇ఏᏊⓎࡢ

㸬ࡓࡋẚ㍑᳨࣭ウ࡚࠸ࡘ࡟

Ϫ㸬 ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ 
　⾲㠃ゎᯒࡢ⤖ᯝࡽ࠿㸪ᐇ㦂⩌࡛ࡣ MAP ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢥࡀ
⩌㸬ྛ✀ィ ᫬㛫࡛ᐇ㦂ࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ

⬟ศ໬ㄏᑟ⧊⤌◳࡜⬟╔ᮇ᥋ึࡢ⬊㦵㧊⣽ࢺࢵࣛࡿࡅ࠾࡟

㸪ࡾࡼ࡟ᯝ⤖ࡢ㸬௨ୖࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍୖྥࡀ
TNS ᵓ㐀ࡢ࡬ MAP ᙳ࡞ࡁ኱࡟య㐺ྜᛶ⏕ࡀࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢥ

㡪ࢆ୚ࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠼㸬
IV㸬ᩥ⊩　
1㸧 Komasa S, Bioact ivity of nanost ructure on t itanium 
s u r f a c e  m o d i f i e d  b y  c h e m i c a l  p r o c e s s i n g  a t  r o o m  
temperature. J Prosthodont Res 56: 170-177, 2012.

Ϩ㸬┠ⓗ

ࡣࢀࢃࢀࢃ　 Ce-TZP/A ࣛࢡࣉ࣮ࢥࢫࣞࢸࢫࢾ࣮ࢥࡓ࠸⏝ࢆ
㎸ࡳỿࡧࡼ࠾ᣢຊ⥔࡟࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡋᣦ┠ࢆ⏝ᗋᛂ⮫ࡢࣥ࢘

࡚࠸ࡘ࡟ᙉᗘࡢ㸪እෙࡋ࠿ࡋ㸬ࡓࡁ࡚ࡋウ᳨࡚࠸ࡘ࡟㔞ࡳ

ࡳཌࡢእෙࡧࡼ࠾ゅࢫࢾ࣮ࢥ௒ᅇ㸪࡛ࡇࡑ㸬࠸↓ࡣሗ࿌ࡢ

ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟ᢡᙉᗘ◚ࡢእෙࡀ

㸬ࡓࡋ࡜

ϩ㸬᪉ἲ

　ෆእෙࡣ࡟ Ce-TZP/A㸦KZR-CAD ࢔ࢽࢥࣝࢪࣀࢼ㸪
YAMAKIN㸧ࡓ࠸⏝ࢆ㸬ෆෙࡣᑠ⮻ṑࢆ᝿ᐃࡓࡋᨭྎṑ
࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࣥࣕ࢟ࢫࢆෆෙࡣ㸪እෙࡋ࡜యᆺ୍࡜
CAD/CAM ⿦⨨࡚࠸⏝ࢆ〇సࡓࡋ㸬ࢫࢾ࣮ࢥゅ ࡧࡼ࠾2°
4°㸪እෙࡢཌࡳ 0.5 ࡧࡼ࠾ 1.0 mm ࡢ 4 ᮲௳࡛ヨᩱࢆ〇స

ညࡢ㸪እෙࡋ᚟఩ࢆእෙ࡟ෆෙࡣ㸦n=5㸧㸬◚ቯᙉᗘࡓࡋ

ྜ㠃୰ኸ㒊࡟⢭ᐦ୓⬟ヨ㦂ᶵ (AUTOGRAPH AGS-J 
5kN, ᓥὠ ) Ⲵ㔜್ࡢᢡ᫬◚ࡢ㸪እෙ࠼ຍࢆᆶ┤Ⲵ㔜࡚࡟

せࢆࡳཌࡢእෙࡧࡼ࠾ゅࢫࢾ࣮ࢥࡣ㸬⤫ィᏛⓗゎᯒࡓࡋ࡜

ᅉࡿࡍ࡜஧ඖ㓄⨨ศᩓศᯒࡓࡗ⾜ࢆ �Į=0.01�㸬
Ϫ. ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ
　஧ඖ㓄⨨ศᩓศᯒࡢ⤖ᯝ㸪እෙࡢཌࡀࡳࡢࡳ᭷ព࡞࡜

ࡳཌࡢ㸬እෙࡓࡗ࠿↓ࡣᙳ㡪ࡿࡼ࡟ゅࢫࢾ࣮ࢥ㸪ࡾ 0.5 ࠾

ࡧࡼ 1.0 mm ࢀࡒࢀࡑࡣᢡᙉᗘ㸦mean±1SD㸧◚ࡢ
0.52±0.12 kN ࡧࡼ࠾ 1.81±0.35 kN ṑ⮻ࡢ㸬ᡂேࡓࡗ࠶࡛

㒊ࡢညྜຊ୍ࡣ⯡ⓗ࡟ 0.6ࠥ0.7 kN 㸪ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜

⮫ᗋୖ㸪0.5 mm ௨ୗࡢእෙࡢཌࡣ࡛ࡳእෙࡀ◚ᢡࡿࡍ༴

㝤ᛶࡀ♧၀ࡓࢀࡉ㸬

Ce-TZP/A ࡜ゅࢫࢾ࣮ࢥࡢࣥ࢘ࣛࢡࣉ࣮ࢥࢫࣞࢸࡓ࠸⏝ࢆ

እෙࡢཌࡀࡳእෙࡢ◚ᢡᙉᗘ࡟ཬࡍࡰᙳ㡪

ᰘ⏣㥴ு㸪ྜྷᕝ♸㍜㸪㫽஭ඞ඾㸪⸨ᮌ　ഔ㸪ྜྷỤ　ၨ㸪ᮧ⏣ὒ୍㸪⏣୰㡰Ꮚ㸪ࠐ

⏣୰ᫀ༤

኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ᭷ṑ⿵⥛ညྜᏛ講ᗙ

Influence of cone angle and thickness of telescopic Ce-TZP / A crowns on fracture strength of the secondary crown

Shibata S, Yoshikawa Y, Torii K, Fujiki S, Yoshie S, Murata Y, Tanaka J, Tanaka M

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University
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The effect of retentive force and freedom of rotation of overdenture attachment on implant bending strain

Pham NQ, Gonda T, Takahashi T, Hamada T, Maeda Y, Ikebe K

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry

I㸬Purpose

This experiment aimed to examine the effect of retentive force 

and freedom of rotation on implant bending strain.

II㸬Methods

A mandibular edentulous model and an experimental overdenture 

were fabricated. Four strain gauges were attached to each implant 

surface and the implants were installed between canines and 

lateral incisors on both sides of the model. Locator attachments (5 

types (LB㸪LC㸪LG㸪LO㸪LR) with different retentive force) 

and magnetic attachments (Magfit (MA), Self-adjusting (SA)) 

were used in this study. Except MA, all attachments have rotation 

movement with different freedom of rotation. Three bone-loss 

levels (no bone loss, 0.8-mm and 1.5-mm bone loss) were set in 

the same model1). A 49N vertical load was applied to the 

occlusal surface of the left first premolar. Bending strains under 

each condition were measured and compared among different 

attachment types using Kruskal–Wallis test with p = 0.05.

III．Results and Discussion

Bending strain increased with increasing bone resorption 

(p<0.05). In attachments having 10 ° freedom of rotation (LB, 

LC), the larger the retention force, the larger the bending strain 

(p<0.05). In attachments having 20 ° freedom of rotation (LG, 

LO, LR), there was no significant difference in bending strain 

among different attachment types (p>0.05). From our results, 

bending strains of implant were reduced by using attachment with 

small retentive force and having rotation movement.

IV．Reference

1) Ma S, Payne AG. Marginal bone loss with mandibular 

two-implant overdentures using different loading protocols: a 

systematic literature review. Int J Prosthodont, 2010, 23

(2):117-126.

I㸬┠ⓗ
　ୖ㢡୰ษṑ࡚࠸ࡘ࡟㸪ညྜ༳㇟ἲ࡛᥇ᚓࡓࡋ༳㇟య㸦ည

ྜ༳㇟య㸧ࡢ┤᥋ගᏛィ ࡜㸪ᚑ᮶ἲ࡛ࡿ࠶▼⭯ᶍᆺࡢ

ィ ࡽ࠿〇సࡓࡋ CAD/CAM ࢀࡑࢆ㐺ྜ⢭ᗘࡢࣥ࢘ࣛࢡ

㸬ࡓࡋẚ㍑ࢀࡒ
II㸬᪉ἲ

　㢡ᶍᆺ㸦D18FE-500A-QF㸪ࣥࢩࢵࢽ㸧࠸⏝ࢆ㸪ୖ㢡ᕥ
ഃ୰ษṑ࡟ᑐ࡚ࡋᨭྎṑᙧᡂࡓࡗ⾜ࢆ㸬඲㢡ညྜ༳㇟⏝ࢺ

࣮ࣞ㸦3-in-1 ࣝࢸࢫ࢚࣏ࣜ ࣮ࣞࢺ  㸪premiumࣗࢩࢵ࣓

plus㸧㸪࣮ࣥࢥࣜࢩ༳㇟ᮦ㸦࢚ࣛࣗࢠࣞࢫࢡࢵ࣑ࢨࢡ ࣮㸪࣮ࢪ

ࢆ༳㇟᥇ᚓࡢ㢡ᶍᆺࡓࡋ╔⿦ࢆ㸪ᨭྎṑ࡚࠸⏝ࢆ㸧࣮ࢩ 6

ᅇ⾜ࡓࡗ . ༳㇟యࢆ┤᥋㸪ගᏛ࣮ࢼࣕ࢟ࢫ㸦D2000㸪
3Shape㸧࡛ᙧ≧ィ ࡋ㸪୍ྠ࡟ࡽࡉ༳㇟యࡽ࠿〇సࡓࡋ

▼⭯ᶍᆺࢆᙧ≧ィ ࡋ㸪ࡢࢀࡒࢀࡑ STL ྛࢆࢱ࣮ࢹ 6 ಶ

ྲྀᚓࡓࡋ㸬

　CADࢺࣇࢯ㸦Dental Designer 2017㸪3Shape㸧࡚࠸⏝ࢆ㸪

ᚓࡓࢀࡽ STL ࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ CAD/CAM ࣥ࢖ࢨࢹࡢࣥ࢘ࣛࢡ

ࢺ࣮࣐ࢫࣛࢭ㸦ࢡࢵࣟࣈࣥࢪࣞࢺࢵࢪ࣏ࣥࢥ㸪࠸⾜ࢆ 300㸪

㸬㐺ྜ᳨ᰝᮦࡓࡋࢢ࣑ࣥࣜࢆ㸧࣮ࢩ࣮ࢪ ( ࣮࢝ࢵ࢙ࢳࢺࢵ࢕ࣇ

࣮ࢩ࣮ࢪ㸪ࢫࣥࣂࢻ࢔ ) ෆࡢᨭྎṑ࡜ࣥ࢘ࣛࢡ㸪࡚࠸⏝ࢆ
㠃㛫㝽ࢆグ㘓ࡋ㸪ໟᇙᚋ㸪ษ᩿ヨᩱࢆస〇ࡓࡋ㸬࣮ࢥࣜࢩ

ࣥ⿕⭷ษ᩿㠃ࡢ㎶⦕㒊㸪㍈㠃㒊㸪ࡧࡼ࠾ษ⦕㒊ࡢィ 9 ࠿

ᡤ࣒ࢸࢫࢩࢆ㢧ᚤ㙾㸦SZX12㸪࢜ࣜࣥࢫࣃ㸧࡚࡟᧜ᙳࡋ㸪
⏬ീฎ⌮࡚࠸⏝ࢆࢺࣇࢯ㛫㝽㔞ࢆィ ࡓࡋ㸬⤫ィᏛⓗゎᯒ

ࡿ࠶ࡢ㸪ᑐᛂࡣ࡟ t ᳨ᐃ㸦Į㸻0.05㸧ࡓ࠸⏝ࢆ㸬
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Fitting accuracy of the CAD/CAM crown made by the direct LED scanning of the bite impression 

in the maxillary central incisor  

Kaihara T, Ikeuchi K, Sato M, Sako K, Fujii T, Torii K, Tanaka J, Tanaka M

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University
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Morphological reproducibility of the abutment tooth using the direct LED scanning of the bite impression and 
conventional model scanning in the maxillary central incisor

Ikeuchi K, Kaihara T, Sato M, Fujii T, Torii K, Takai K, Tanaka J, Tanaka M

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ϩ㸬┠ⓗ
　ညྜ༳㇟ἲ࡛᥇ᚓࡓࡋ༳㇟య㸦ညྜ༳㇟య㸧ࡢ┤᥋ග

Ꮫィ ࡜㸪▼⭯ᶍᆺࡢィ ࡽ࠿ᚓࡓࢀࡽᨭྎṑࡢᙧ≧࣮ࢹ
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　㢡ᶍᆺ㸦D18FE-500A-QF㸪ࣥࢩࢵࢽ㸧࠸⏝ࢆ㸪ୖ㢡ᕥ

ഃ୰ษṑ࡟ᑐ࡚ࡋ CAD/CAM ࡗ⾜ࢆᨭྎṑᙧᡂࡢࣥ࢘ࣛࢡ
࣮ࢪ㸪࣮ࣛࣗࢠࣞࢫࢡࢵ࣑ࢨࢡ༳㇟ᮦ㸦࢚࣮ࣥࢥࣜࢩ㸬ࡓ

ࢆ༳㇟᥇ᚓࡢ㢡ᶍᆺࡓࡋ╔⿦ࢆ㸪ᨭྎṑ࡚࠸⏝ࢆ㸧࣮ࢩ

㸬6ࡓࡗ⾜ ᶍᆺ⭯▼ࡓࡋ〇సࡽ࠿༳㇟య㸪ྠ୍༳㇟యࡢࡘ

㸦D2000㸪࣮ࢼࣕ࢟ࢫ㸪ගᏛࢆᨭྎṑࡢ㢡ᶍᆺࡧࡼ࠾
3Shape㸧࡛ᙧ≧ィ ࡋ㸪STL 㸬㢡ᶍᆺࡓࡋᚓྲྀࢆࢱ࣮ࢹ
ᨭྎṑ࡜┤᥋ගᏛィ ἲ㸪㢡ᶍᆺᨭྎṑ࡜▼⭯ᶍᆺィ 

ἲࡢᨭྎṑࡢ STL ࣮ࢹࡢ㎶⦕㒊ࢀࡒࢀࡑ㸪࡚࠸ࡘ࡟ࢱ࣮ࢹ
࡚࠸⏝ࢆ⟭₇ࣥ࢔࣮ࣜࣈ㸬ࡓࡗ⾜ࢆࡏࢃྜࡡ㔜࡚࠸⏝ࢆࢱ

㢡ᶍᆺᨭྎṑࢆᇶ‽ࡓࡋ࡜┤᥋ගᏛィ ἲ࡜▼⭯ᶍᆺィ 

ἲࡢࢀࡒࢀࡑ✺ฟ㒊࡜㝗พ㒊ࡢయ✚ࢆ⟬ฟࡋ㸪ࢆࡽࢀࡑ

ຍ⟬࡛࡜ࡇࡿࡍయ✚ㄗᕪࢆồࡓࡵ㸬⤫ィᏛⓗゎᯒࡣ࡟㸪

ᑐᛂࡿ࠶ࡢ t ᳨ᐃ㸦Į㸻0.01㸧ࡓ࠸⏝ࢆ㸬

Ϫ. ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　┤᥋ගᏛィ ἲࡿࡅ࠾࡟య✚ㄗᕪࡣᖹᆒ 3.15±1.17 
mm 3㸪▼ ⭯ ᶍ ᆺ ィ   ἲ ࡟ ࠾ ࡿࡅ య ✚ ㄗ ᕪ ࡣ ᖹ ᆒ
2.62±0.91 mm ࡗ࠿࡞ࡵㄆࢆᕪ࡞ඃ఩࡟㸪⤫ィᏛⓗࡾ࠶3࡛
ࡋẚ㍑࡜ᶍᆺィ ἲ⭯▼ࡀ᪉ࡢ᥋ගᏛィ ἲ┤ࡋ࠿ࡋ㸬ࡓ

࡚✺ฟ㒊ࡀ኱ࡃࡁ㸪㝗พ㒊ࡀᑠࡃࡉィ ࡿࢀࡉഴྥࡀㄆࡵ

㸬ࡓࢀࡽ

Ϩ. ┠ⓗ
　ୗ㢡↓ṑ㢡἞⒪࡚࠸࠾࡟㸪㢡ሐࡢ྾཰ࡀ㐍࢖࢞ࢺ࢜ࡔࢇ

Ꮝ㛫ࢆࢺࣥࣛࣉࣥ࢖࡟ᇙධࡿࡍሙྜ㸪๓ṑ㒊㢡ሐᘪ࣮࢔ࡢ

ຊࡾ࡞࡜ⓗ⥺┤ࡀ᤼ิࡢࢺࣥࣛࣉࣥ࢖㸪ࡃࡁ኱ࡀᚄ༙ࡢࢳ

Ꮫⓗ࡟୙฼ࡿ࡞࡜㸬ࡢࡑሙྜ࡟⮻ṑ㒊ࢆࢺࣥࣛࣉࣥ࢖࡟㏣

ຍࡀࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㸪⮻ṑ㒊ࡢ㢡㦵ࡶ྾཰ࡋ㸪㏣ຍ

ࡢ㸪ୗ㢡㦵ࡣ࡛✲◊ᮏ࡛ࡇࡑ㸬ࡿࢀࡉண᝿ࡀ࡜ࡇ࡞ᅔ㞴ࡀ

ṇ୰㒊࡜⮻ṑ㒊ࡢ㧗ࡢࡉ㛵ಀ᳨ࢆウࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗ࡚ࡋ࡜㸪
CT 㸬ࡓࡗ⾜ࢆ ィࡋ⏝฼ࢆࢱ࣮ࢹ

ϩ. ᪉ἲ

⪅ୗ㢡↓ṑ㢡ᝈࡓࢀࡉ᧜ᙳ࡟ⓗ┠ࢆ἞⒪ࢺࣥࣛࣉࣥ࢖　 25
㸦ྡ⏨ᛶ 13 ྡ㸪ዪᛶ 12 ྡ㸧ࡢ CT 㸬ࡓࡋ࡜㇟ィ ᑐࢆࢱ࣮ࢹ

CT ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࢆࢱ࣮ࢹ (LANDmarker㸪
iCAT) ᚄ༙ࡢ㢡ሐᘪ࡜ࡉ㧗ࡢṇ୰㒊ࡢ㸪ୗ㢡㦵ࡳ㎸ࡾྲྀ࡟
㦵ୖࡢ኱⮻ṑ㒊୍➨࡚ࡋ࡜ࡉ㧗ࡢṑ㒊⮻ࡓࡲ㸬ࡓࡋ ィࢆ

ࡣ㸬⤫ィࡓࡋ ィࢆ㊥㞳ࡢ࡛ࡲ⦖ୖ⟶ୗ㢡ࡽ࠿⦖ Pearson

✲◊኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛࡣ✲◊㸬ᮏࡓ࠸⏝ࢆ㛵ಀᩘ┦ࡢ

⛉೔⌮ᑂᰝጤဨ఍ࡢᢎㄆࢆᚓ࡚⾜ࡓࡗ㸦H28-E10㸧㸬 
Ϫ. ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　ୗ㢡㦵ṇ୰㒊ࡢ㧗ࡣࡉᖹᆒ 24.2mm( ᭱ᑠ 13.0 mm, ᭱
኱ 32.6mm)㸪⮻ṑ㒊ࡢ㧗ࡣࡉᖹᆒ 8.5mm ( ᭱ᑠ 0mm㸪

᭱኱ 20.7mm) ᭷࡟㛫ࡢࡉ㧗ࡢṑ㒊⮻࡜㸬ṇ୰㒊ࡓࡗ࠶࡛

ព࡞ṇࡢ┦㛵ࡀㄆࢀࡽࡵ㸦R =0.84㸧㸪ṇ୰㒊ࡀప࡝࡯࠸
⮻ṑ㒊ࡢ㧗ࡀࡉపࡓࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇ࠸㸬ࡓࡲୗ㢡㢡ሐᘪ༙ࡢ

ᚄ࡜⮻ṑ㒊ࡢ㧗ࡢ࡜ࡉ㛫ࡣ࡟᭷ព࡞㈇ࡢ┦㛵ࡀㄆࡓࢀࡽࡵ

㸦R= -0.54㸧㸬ࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇ㸪㢡ሐᘪ༙ࡢᚄࡀ኱ࡃࡁ㸪ṇ୰
㒊ࡀప࡝࡯࠸⮻ṑ㒊ࡢ㢡㦵ࡢ㧗ࡀࡉపࡃ㸪ࢺࣥࣛࣉࣥ࢖ᇙ

ධࡀᅔ㞴ྍࡿ࡞࡟⬟ᛶࡀ♧၀ࡓࢀࡉ㸬

ୗ㢡↓ṑ㢡㢡㦵ࡢṇ୰㒊࡜⮻ṑ㒊ࡢ㧗ࡢࡉ㛵ಀ
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Relationship of height between median and molar part in edentulous mandible

Hamada T, Gonda T, Sogo M, Maeda Y, Ikebe K

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
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The influence of a smiling face of woman on the impression and gaze points of the person

Itoda R, Miyazono M, Yamamoto M, Torii K, Ida H, Tanaka J, Tanaka M

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University

Ϩ㸬┠ⓗ

　ᚰ⌮Ꮫⓗ ᐃἲ࡛ࡿ࠶ Semantic Differential method 
(SD ἲ ) ࢆᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟㇟༳ࡢேࡀ㢦➗ࡢ㸪ዪᛶ࡚࠸⏝ࢆ
࢔ࢆ࠿ࡢࡓࢀࡉぢ࡚༳㇟ᙧᡂࢆࡇ࡝ࡢ㢦࡟ࡽࡉ㸪ࡋ࡟࠿ࡽ᫂

㸬ࡓࡋウ᳨࡚ࡗࡼ࡟ࢢࣥ࢟ࢵࣛࢺ࢖

ϩ㸬᪉ἲ

　⿕㦂⪅ࡣⱝᖺᡂே 30 ⱝᖺᡂேዪࡣ㸬่⃭⏬ീࡓࡋ࡜ྡ
ᛶࡢ┿㢦㸦ṑࡢ㟢ฟࡋ࡞㸧㸪ᚤ➗㢦㸦ṑࡢ㟢ฟࡋ࡞㸧ࡼ࠾

᫂ࠕࡣ࡟㸬༳㇟ホ౯ࡓࡋ࡜ᖹᆒ㢦ࡢ㸧ࡾ࠶㟢ฟࡢ㢦㸦ṑ➗ࡧ

ࢆᙧᐜモᑐࡢ࡝࡞ࠖ࠸ʊᬯ࠸ࡿ 20 㡯┠⏝ពࡓࡋ㸬ྛ่⃭

⏬ീࢆ PC ⏬㠃ୖ࡟ 5 ⛊㛫ᥦ♧ࡋ㸪ྛ⏬ീࡿࡅཷࡽ࠿ 20
㡯┠࣓࢖ࡢ ࡟⪅㦂⿕࡚࠸ࡘ࡟ࢪ࣮ 7 ẁ㝵࡛ホ౯ࡓࡏࡉ㸬ḟ
㸬ࡓࡋウ᳨ࢆ㇟༳ࡿࡍᑐ࡟㸪ྛ่⃭⏬ീ࠸⾜ࢆᅉᏊศᯒ࡟

ࡢࡿ࠸ぢ࡚ࢆࡇ࡝ࡢീ⏬่⃭ࡀ⪅㦂⿕࡟༳㇟ホ౯୰࡟ࡽࡉ

࣮࢝ࢵࣛࢺ࢖࢔࡟⪅㸪⿕㦂࡟ࡵࡓࡿࡍㄪᰝࢆ࠿ (Tobii 
X2-30, Tobii㸧ࢆ⿦╔ࡏࡉ㸪่⃭⏬ീ࡟ᑐࢵࣛࢺ࢖࢔ࡿࡍ

㸪ࡋ࡜ཱྀࡧࡼ࠾㸪㰯┠ࡣ㸬ゎᯒ㒊఩ࡓࡗ⾜࡟᫬ྠࡶࢢࣥ࢟

ゎᯒ㒊఩࡟ᑐࡿࡍὀど᫬㛫่⃭ࢆ⏬ീ㛫࡛ẚ㍑ࡓࡋ㸬
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　SD ἲࡧࡼ࠾ᅉᏊศᯒࡢ⤖ᯝ㸪ࠕぶ㏆ឤ άືᛶࠖࠕࡧࡼ࠾ࠖ
ᅉᏊࡀᢳฟࢀࡉ㸪┿㢦㸪ᚤ➗㢦㸪➗㢦ࡢ㡰ࡢࢀࡒࢀࡑ࡟

ᅉᏊᚓⅬࡓࡋୖྥࡀ㸬ࡢࢢࣥ࢟ࢵࣛࢺ࢖࢔⤖ᯝ㸪୧ᅉᏊ࡛

ᚤࡧࡼ࠾㸪┿㢦ࡣὀど᫬㛫ࡿࡅ࠾࡟ཱྀࡿࡍᑐ࡟ീ⏬่⃭ࡢ

➗㢦࡜ẚ㍑࡚ࡋ➗㢦࡛㛗ࡓࡗ࡞ࡃ㸬
　௨ୖࡽ࠿㸪ṑࡀ㟢ฟࡓࡋ➗㢦ࡣே࡟ぶ㏆ឤࡸάືⓗ࡞

༳㇟ࢆ୚ࡾ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠼㸪ཱྀࡣࢀࡇඖࢆぢ࡚༳㇟

ᙧᡂࡓࢀࡽ࠼⪄࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࢀࡉ㸬

I㸬┠ⓗ

㸦௨ୗࢻ࣮࢞ࢫ࣐࢘ࢻ࢖࣓࣒ࢱࢫ࢝⏝ࢶ࣮࣏ࢫ　 MG㸧ࡘ࡟
ࡢ㑅ᡭࡿࡍᑐ࡟ࡢࡶࡓࡋ᪂〇࡜ࡢࡶࡓࡋ⏝㸪㛗ᮇ㛫౑࡚࠸

୺ほⓗホ౯᳨ࢆウࡿࡍ㸬
II㸬᪉ἲ

　኱㜰኱Ꮫయ⫱఍࣮ࣛࣅࢢ㒊࡟ᡤᒓࡿࡍ⏨ᛶ㑅ᡭ 35 㸦ྡᖹ

ᆒᖺ㱋 22.4 ṓ㸧ࢆᑐ㇟⪅ࡓࡋ࡜㸬Maeda ᪉ἲࡢࡽ 1) ‽࡟

࡚ࡌ MG 㸪1ࡋ〇సࢆ ࡓࡋᚋ㸪ᥦ౪ࡢ⏝౑ࡢ᭶࠿ MG ࡜

ᥦ౪๓࡟౑⏝ࡓ࠸࡚ࡋ MG ࡚࠸ࡘ࡟୺ほⓗホ౯ࡿࡍᑐ࡟
Visual Analog Scale ࡣ┠㸬ホ౯㡯ࡓࡗ⾜ࢆホ౯࡚࠸⏝ࢆ
᪥ᮏࢶ࣮࣏ࢫṑ⛉་Ꮫ఍ࡢࢻ࣮࢞ࢫ࣐࢘ࠗࡢእയண㜵ຠᯝ

ࡓࡌ‽࡟࠘⚊ㄪᰝࡿࡍ㛵࡟ 11 㡯┠ࡋ࡜㸪ࡀ࢔ࢥࢫ኱࡯࠸ࡁ

ࡢᥦ౪๓࠾࡞㸬ࡍ♧ࢆ࡜ࡇ࠸ᙉࡀ‶୙࡝ MG ṑ࡚࡭ࡍࡣ

⛉་㝔࡛〇సࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉ㸬ᑐᛂࡿ࠶ࡢ t ᳨ᐃࢆ⏝

ࡣ‽㸬᭷ពỈࡓࡋウ᳨ࢆᕪࡢ࢔ࢥࢫ㸪࡚࠸ 5% 㸬ࡓࡋ࡜
III㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

　㐺ྜ㸪⥔ᣢ㸪እほ㸪࿧྾㸪Ⓨ㡢㸪␗≀ឤ㸪ྤࡁẼࡢ 7
㡯┠࡚࠸ࡘ࡟㸪ᥦ౪ࡓࡋ MG Ⰻዲࡃࡉᑠࡀ࠺࡯ࡢ࢔ࢥࢫࡢ
ᅽࡢ㸪ṑࡢ௚ࡢࡑ㸬ࡓࢀࡽࡵㄆࡀ㸪᭷ពᕪࡾ࡞࡜ᯝ⤖࡞

㏕ឤ࣭③ࡳ㸪ṑࡢࡁࡄᅽ㏕ឤ࣭③ࡳ㸪㢡ࡢ⑂ປឤ࣭③ࡳ㸪

ṑࡢညࡢࡏࢃྜࡳ 4 㡯┠ࡢᖹᆒࡶࢀࡎ࠸ࡣ࢔ࢥࢫᥦ౪ࡓࡋ
MG 㸬ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵㄆࡣ㸪᭷ពᕪࡀࡓࡗ࠿ࡉᑠࡀ࠺࡯ࡢ
MG ࡌ⏕ࡀຎ໬ࡢ࡝࡞⪕ኚᙧ㸪ညࡾࡼ࡟⏝౑ࡢ㛗ᮇ㛫ࡣ࡟
㸪ᐃᮇⓗࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࢀࡉ཯ᫎ࡟୺ほⓗホ౯ࡀࢀࡑ㸪ࡀࡿ

 㸬ࡓࢀࡉ၀♧ࡀᚲせᛶࡢ෌〇࡞
IV㸬ᩥ⊩
1) Maeda Y, Kumamoto D, Yagi K, Ikebe K. 
Effectiveness and fabrication of mouthguards. Dent 
Traumatol 2009; 25: 556-564.

ࡢ㑅ᡭࡿࡍᑐ࡟ࢻ࣮࢞ࢫ࣐࢘ࢻ࢖࣓࣒ࢱࢫ࢝⏝ࢶ࣮࣏ࢫ

୺ほⓗホ౯

ᮡᮏளⳀἋ㸪ᶒ⏣▱ஓ㸪๓⏣ⰾಙ㸪ụ㑓୍඾ࠐ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

Subjective evaluation of athletes on custom-made mouthguard

Sugimoto A, Gonda T, Maeda Y, Ikebe K

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
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専門医ケースプレゼンテーション
ཱྀ၁ཱྀ⵹⿣ᝈ⪅ࡢṧ㑇Ꮝࢆకୖ࠺㢡๓ṑ㒊Ḟᦆ࡟ᑐࡋ⩏ṑ

⑕౛ࡓࡗ⾜ࢆḞᦆ⿵⥛἞⒪࡚࡟

Ỉ㔝㐶Ꮚۑ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

A case report: removable partial denture for a cleft lip and palate patient with maxillary anterior teeth missing and 
oronasal fistula

Mizuno.Y

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ϩ．⥴ゝ
　ཱྀ⵹⿣ࡢṧ㑇ᏍࡀᏑᅾࡿࡍᝈ⪅ࡿࡅ࠾࡟⩏ṑ࡛ࡣ㸪㣗

஦᫬ࡢ㣗≀ࡢ㰯⭍₃ࡢ࡬ฟࡸ⥔ᣢຊ⋓ᚓࡢ㞴ࡀࡉࡋၥ㢟࡜

࡟㢡⩏ṑ〇సୖࡢࡁࡘᰦሰᏊࡣ㸬ᮏ⑕౛࡛ࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿ࡞

ሗ࿌࡛ࡢࡓࢀࡽᚓࢆ㐣⤒࡞㸪Ⰻዲࡾᅗࢆᨵၿࡢ㸪୺ッࡾࡼ

㸬ࡿࡍ

ϩ．⑕౛ࡢᴫせ
　ᝈ⪅ึࡣデ᫬ 22 ṓዪᛶ࡛㸪▹ṇṑ⛉἞⒪⤊஢ᚋࡢḞ
ᦆ⿵⥛ࢆ┠ⓗཷ࡚ࡋ࡜デࡓࢀࡉ㸬▹ṇ἞⒪୰ୖ࡟㢡ᬻ㛫⩏

ṑࢆ౑⏝ࡀࡓ࠸࡚ࡋ㸪⩏ṑࡢ⥔ᣢ୙Ⰻ࡜㰯⭍ࡢ࡬Ỉ₃ࡢฟ

࠶㸬ୖ㢡๓ṑ㒊Ḟᦆ࡛ࡓࢀࡉᕼᮃࢆ㸪⩏ṑ෌〇ࡋ࡜୺ッࢆ

㸬▹ṇ἞⒪୰ࡓࢀࡽࡵㄆࡀṧ㑇Ꮝ࡟㸪ཱྀ⵹๓᪉ṇ୰㒊ࡾ

㜼ࢆ╔⿦ࡢࢺࢵࢣࣛࣈ⏝㸪▹ṇࡣᬻ㛫⩏ṑࡓ࠸࡚ࡋ⏝౑࡟

ᐖࡀࣉࢫࣛࢡ࣮ࣝ࣎࠺ࡼ࠸࡞ࡋ౑⏝ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸪㢡⿣㒊ࡢ

ᑒ㙐ࡣ୙༑ศ࡛ࡓࡗ࠶㸬

Ϫ．἞⒪ෆᐜ
　ୖ㢡⩏ṑ〇సࡾࡓ࠶࡟㸪㢡⿣㒊࡟㛵ࡣ࡚ࡋ㸪༳㇟᫬࡟

ࢮ㸪࣮࢞ࡵࡓࡄ㜵ࢆධ㏞ࡢ༳㇟ᮦࡢ࡬⭍㰯ࡽ࠿㢡⿣㒊ࡣ

࡛ࡲ⵹ᚋ᪉ཱྀࡣ㸬⩏ṑᗋࡓࡗ⾜ࢆ㇟ែ࡛༳≦ࡓࡋᑒ㙐࡚࡟

⿕そࡿࡍᙧែࡓࡋ࡜㸬ṧᏑṑࡣ࡟㗪㐀཮Ꮚ㖋࣮࢚ࡧࡼ࠾

ࡵồࢆᨭᣢ࣭ᢕᣢ࣭⥔ᣢࡢ㸪⩏ṑࡋタᐃࢆࣉࢫࣛࢡࢫ࣮࢝

࡟⪅ᝈࡋ┒⠏࡟ᰦሰᏊ㒊ࢆ⢓⭷ㄪᩚᮦ࡟㸬⩏ṑ᏶ᡂᚋࡓ

౑⏝ࡏࡉ㸪ࡢࡑᚋ㸪⢓⭷ㄪᩚᮦࢆ㛫᥋ἲ࡟ࣥࢪ࡚ࣞ࡟⨨

᥮ࡋ⩏ṑࢆ⿦╔ࡓࡋ㸬　　　　　　　　　　　　　　　

ϫ．⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ
　ୖ㢡⩏ṑࢆ⿦╔ࡋㄪᩚࡓࡗ⾜ࢆᚋ㸪⩏ṑࡢ⥔ᣢ࡜㰯⭍࡬

㸰ࡣᚋࡢࡑ㸬ࡓࡋ⾜⛣࡜࡬࣮ࣝࢥ㸪ࣜࡋᨵၿࡣ₃ฟࡢỈࡢ

᭶࠿㸪⌧ᅾ⿦╔ᚋ⣙㸱ᖺ㸵ࡋ᮶㝔࡛࣮ࣝࢥࣜࡢᗘ୍࡟᭶࠿

㸬ࡿ࠶Ⰻዲ࡛ࡣ㐣⤒ࡀࡿ࠸࡚ࡋ㐣⤒ࡀ

Ϩ㸬⥴ゝ
඲㒊ᗋ⩏ṑ࡚࠸࠾࡟㸪ୗ㢡ࡢゎ๗Ꮫⓗᙧែ࡟ࡧࡽ࡞㢡ሐ

ᖜ࣭㧗ࡣࡉ⩏ṑࡢᶵ⬟ࡸᝈ⪅ࡢ‶㊊ᗘ࡟኱࡞ࡁᙳ㡪ࢆ୚࠼

ࡿ 1)㸬௒ᅇ㸪㛢ཱྀᶵ⬟༳㇟ࡾࡼ⩏ṑࡢᗋ⦕タᐃ࠸⾜ࢆ㸪ୗ

㢡๓ṑ㒊⯉ഃᗋ⦕ࢆᘏ㛗ࡋ㸪᪂⩏ṑࢆ〇సࡓࡋ⑕౛ࢆሗ

࿌ࡿࡍ㸬

ϩ㸬⑕౛ࡢᴫせ

　ᝈ⪅ࡣ 67 ṓዪᛶ㸪ୗ㢡⩏ṑࡢ⥔ᣢ୙Ⰻࢆ୺ッ࡟᮶㝔ࡋ
㦵ࡀᏍ࢖࢞ࢺ㸪࢜ࡃࡋഃ࡛ⴭྑ࡟≉㸪ࡣ㸬ୗ㢡㢡ሐ྾཰ࡓ

⦕┤ୗ࡟ㄆࡓࢀࡽࡵ㸬ୗ㢡⩏ṑࡢ㐺ྜ㸪ညྜ᥋ゐ≧ែࡣ

ᴫࡡⰋዲ࡛ࡀࡓࡗ࠶㸪㛤ཱྀ᫬࡟⩏ṑࡀᐜ᫆࡟⬺㞳࠸ࡍࡸࡋ

≧ἣ࡛ࡓࡗ࠶㸬

Ϫ㸬἞⒪ෆᐜ
　㢋⢓⭷ືྍࡢ⯉ࡸᇦࢆグ㘓ࡓࡋ◊✲⏝ᶍᆺ࠸⏝ࢆ㸪⌧

⩏ṑࡢ㧗ࢆࡉཧ⪃࡟⻽ሐࢆ௜୚ࡓࡋಶேࢆ࣮ࣞࢺ〇సࡋ㸪

㛢ཱྀ≧ែ࡛༳㇟᥇ᚓࡓࡗ⾜ࢆ㸬ࡢࡑ㝿㸪ཱྀ၁ࡢ⯉ࡸᶵ⬟

㐠ື㸪㛤ཱྀ㐠ື➼࠸⏝ࢆ㸪ୗ㢡๓ṑ㒊⯉ഃᗋ⦕㛗࣭ཌࡳ

㸬ࡓࡋ〇సࢆ㸪᪂⩏ṑࡋ௜୚࡟༑ศࢆ

ϫ．⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ
　⩏ṑ⿦╔ᚋ㸪ୗ㢡๓ṑ㒊⯉ഃᗋ⦕ࡢㄪᩚࢆៅ㔜࠺⾜࡟

⤒㸪㸳ᖺ௨ୖࢀࡽᚓࡀᣢ⥔࡞༑ศ࡚࠸࠾࡟㸪㛤ཱྀ᫬࡛࡜ࡇ

㐣ࡓࡋᚋࡶⰋዲ࡟⤒㐣ࡿ࠸࡚ࡋ㸬

Ϭ㸬ᩥ⊩
1) Kurushima Y, Matsuda K, Enoki K, Ikebe K, Maeda 
Y. Does case sever ity make a difference to clinical 
improvement following complete denture t reatment? Int 
J Prosthodont 2015; 28:161-6.

ୗ㢡㧗ᗘ㢡ሐ྾཰ࢆకୖࡓࡗୗ↓ṑ㢡ᝈ⪅࡟㐺ษ࡞ᗋ⦕タ

ᐃ࠸⾜ࢆ᪂⩏ṑࢆ〇సࡓࡋ⑕౛

ᓥᝆᏊ␃ஂۑ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

A case report of complete denture restoration with severe mandibular bone resorption by 
introducing appropriate margin and shape to denture base

Kurushima Y

Department of Prosthodontics, Gerodontology, and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
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↓ṑ㢡࡟ᑐࡋ㛢ཱྀ༳㇟ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲ࡟ࡧࡽ࡞༳㇟ࢆᛂ⏝ࡋ

࡚⩏ṑࢆ〇సࡓࡋ⑕౛

⫖　Ṋୗࠐ

኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ṑᏛ◊✲⛉㢡ཱྀ⭍ᶵ⬟෌ᘓᏛ講ᗙ᭷ᗋ⩏ṑ⿵⥛Ꮫ࣭㧗㱋⪅ṑ⛉Ꮫศ㔝

A case report of a complete denture by closed mouth impression technique and dynamic impression technique.

Takeshita H

Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry

I㸬 ⥴ゝ
　㔜ᗘࡢ㢡ሐ྾཰ࢆ࿊ࡿࡍ↓ṑ㢡⑕౛࡟ᑐࡋ㸪㛢ཱྀ༳㇟࡞

ᯝ㸪⤖ࡓࡋ〇సࢆṑ⩏࡚ࡋ⏝ᛂࢆ㇟༳ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲ࡟ࡧࡽ

Ⰻዲ࡞⤒㐣ࡵࡓࡓࢀࡽࡳࡀሗ࿌ࡿࡍ㸬

II㸬 ⑕౛ࡢᴫせ

　ᝈ⪅ࡣ 74 ṓ⏨ᛶ㸪ୖୗ㢡඲㒊ᗋ⩏ṑࡢ୙ㄪࡿࡼ࡟࿪ᄮ
ᅔ㞴ࢆ୺ッ࡟᮶㝔ࡓࡋ㸬ୗ㢡ࡢ㢡ሐ྾཰ࡀⴭࡃࡋ㸪⌧⩏ṑ

㸬ࡓࢀࡽࡳࡀຎ໬ࡢည⪖㸪⩏ṑᗋࡢ୙Ⰻ㸪ேᕤṑࡢእᙧࡣ

࿪ᄮ࡟ࡧࡽ࡞㸪㛤ཱྀ᫬ࡾ࠶୙Ⰻ࡛ࡣᣢ⥔ࡢୗ㢡⩏ṑ࡟ࡃ࡜

᫬࡟⩏ṑືࡢᦂࡀㄆࡓࢀࡽࡵ㸬

III㸬἞⒪ෆᐜ
⌧⩏ṑ࡟እᙧࡢ୙Ⰻ㸪ேᕤṑࡢည⪖➼ࡀㄆ࠿࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ

㸬ࡓᚓࢆ㸪ྠពࡋุ᩿࡜ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ〇సࢆ㸪᪂⩏ṑࡽ

ᴫᙧ༳㇟ᚋ㸪ညྜྍ⬟࡞ಶே࡚࠸⏝ࢆ࣮ࣞࢺ㛢ཱྀ༳㇟ࢆ⾜

㸬ࡓࡋ᏶ᡂࢆᚋ㸪ୖୗ㢡඲㒊ᗋ⩏ṑࡓࡗ⾜ࢆヨ㐺ࡢ㸪ᩘᗘ࠸

ࡢ⭷ୗ㢡๓ṑ㒊ᗋୗ⢓ࡶ࡚⤒ࢆㄪᩚࡢ㸪ᩘᗘࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ

㐣ࡀୗ㢡๓ṑ㒊ࢁࡇ࡜ࡓࡋㄆ☜ࢆ㸬㐺ྜ≧ែࡓ࠸⥆ࡀ③⑊

ᅽ࡛ࡓࡋุ᩿࡜ࡿ࠶㸬ࡵࡓࡢࡑ㸪༑ศࣇ࣮ࣜࣜ࡞ᚋ࡟ୗ㢡

⩏ṑ⢓⭷㠃඲య࡟⢓⭷ㄪᩚᮦࢆ⠏┒ࡋ㸪㸰㐌㛫࡝࡯౑⏝ࡉ

ࣥ࢖࡚ࣛࣜ࡟㸪㛫᥋ἲ࠸⾜ࢆ㇟༳ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲ࡛࡜ࡇࡿࡏ

㸬ࡓࡋ᏶ᡂࢆ㸪⩏ṑ࠸⾜ࢆ

IV㸬⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ
࡛⏝౑ࡃ࡞③⑊࡟࠿ࡸ㏿ࡾࡼ࡟ㄪᩚࡢᚋ㸪ᩘᅇࣥ࢖ࣛࣜ　

࠸࡚ࡅ⥆ࢆほᐹ࡞ᐃᮇⓗࡶᚋ㸪⌧ᅾࡢࡑ㸪ࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ

㸪᏶ᡂ᫬࡚࠸࠾࡟ᮏ⑕౛࠾࡞㸬ࡿ࠸࡚ࡋ㐣⤒࡟㸪Ⰻዲࡀࡿ

ୗ㢡๓ṑ㒊࡟㐣ᅽࡀㄆࡓࢀࡽࡵཎᅉࡣ࡚ࡋ࡜㸪㛢ཱྀ༳㇟᫬

㇟༳࡟㸪๓ṑ㒊ࡸᛶ⬟ྍࡓࡗ࠿࡞㐺ษ࡛ࡀညྜຊࡢ⪅ᝈࡢ

ᅽࡀຍ࠸ࡍࡸࡾࢃ≧ែ࡛ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶㸬

Ϩ㸬⥴ゝ
ࡆᣲࡀ௳ᶵ⬟ⓗせࡸ⨾ᑂࡣ࡟௳せࡢࢪࢵࣜࣈࣥ࢘ࣛࢡ　

Ᏻᐃࡢ㸪ည㢌ᔐྜ఩ࡸⰍㄪࡢṑࡓࡋ㏆ఝ࡟㸪ኳ↛ṑࢀࡽ

ᛶࡀ㔜せ࡛ࡿ࠶㸬
　௒ᅇ㸪ᑂ⨾㞀ᐖࢆ୺ッࡋ࡜㸪ည㢌ᔐྜ఩ࡀ୙Ᏻᐃ࡞ᝈ

ྍࡧࡼ࠾ࢪࢵࣜࣈࣥ࢘ࣛࢡࡧࡼ࠾⨨㸪⿵⥛๓ฎࡋᑐ࡟⪅

᧔ᛶ⩏ṑ࡚ࡗࡼ࡟ᑂ⨾㞀ᐖࡧࡼ࠾ည㢌ᔐྜ఩ࡢᏳᐃᛶࢆ

ᨵၿࡋ㸪Ⰻዲ࡞⤒㐣࡛ࡢࡓࡋ♧ࢆሗ࿌ࡿࡍ㸬

ϩ㸬⑕౛ࡢᴫせ

　ᝈ⪅ึࡣデ᫬ 65 ṓࡢዪᛶ㸬༑ᩘᖺ๓࡟⿦╔ࡓࢀࡉ⿵
⥛⿦⨨ࡢ୙㐺ྜࡧࡼ࠾୙Ⰻ඘ሸ≀ࡿࡼ࡟ᑂ⨾㞀ᐖࢆ୺ッ

ᯝ㸪ୖ⤖ࡢ㸬᳨ᰝࡓࢀࡉ᮶㝔࡬኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ㝃ᒓ⑓㝔࡟

ୗ㢡⿵⥛⿦⨨ࡢ୙㐺ྜ㸪ṑ࿘⅖ࡿࡼ࡟ṑືࡢᦂࡀㄆࡽࡵ

㸬ࡓࢀࡉㄆ☜ࡶည㢌ᔐྜ఩࡞㸪୙Ᏻᐃࡓࡲ㸬ࡓࢀ

Ϫ㸬἞⒪ෆᐜ
　⿵⥛๓ฎ⨨࡚ࡋ࡜㸪ṑ࿘἞⒪࠸⾜ࢆ㸪୙Ⰻ⿵⥛⿦⨨ࢆ

᧔ཤ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㸪࡜ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣞࣝࢼࣙࢪࣅࣟࣉ

἞⒪⩏ṑࢆ⿦╔ࡓࡋ㸬ୖୗ㢡ࢡࢵ࣑ࣛࢭࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ࡟

㸪ညྜ෌ᵓᡂࡋ╔⿦ࢆ᧔ᛶ⩏ṑྍࡧࡼ࠾ࢪࢵࣜࣈ๓⿦ࢫ

㸬ࡓࡗ⾜ࢆᅇ᚟ࡢᑂ⨾ᛶ࡜

ϫ㸬⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ

　⿦╔ᚋ㸪3 ᖺ㛫⤒㐣ほᐹࡓࡗ⾜ࢆ㸬⿵⥛⿦⨨ࡢ⬺㞳㸪
◚ᢡࡧࡼ࠾ኚⰍ➼ࡣㄆࡎࢀࡽࡵ㸪࿘ᅖṑ⫗ࡶ೺ᗣ࡞≧ែ

☜ࡶᏳᐃᛶࡢည㢌ᔐྜ఩ࡧࡼ࠾㸪ᑂ⨾ᛶࡾ࠾࡚ࡋ⥆ᣢࡀ

ಖࡓ࠸࡚ࢀࡉ㸬௒ᚋ࡟ࡽࡉࡶ⤒㐣ほᐹࡀᚲせ࡛࡜ࡿ࠶⪃

㸬ࡿ࠼

ከᩘṑḞᦆ࡟ᑐࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ࡚ࡋ๓⿦࡜ࢪࢵࣜࣈ

ྍ᧔ᛶ⩏ṑ࡚࠸⏝ࢆညྜ෌ᵓᡂ࡜ᑂ⨾ᛶࢆᅇ᚟ࡓࡋ⑕౛

む㐨ᫀᶞۑ

኱㜰ṑ⛉኱Ꮫ᭷ṑ⿵⥛ညྜᏛ講ᗙ

A case report of occlusal reconstruction and esthetic treatment with hybrid ceramic bridge prosthesis and 
removable partial denture for patient with multiple loss of teeth

Kakudo M

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University
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S-5

I㸬⥴ゝ
　ྑ୰ဗ㢌⒴ྑࡿࡼ࡟⯉༙ഃษ㝖⾡࡟క࠸ᵓ㡢࡟ࡧࡽ࡞ᦤ㣗

ᄟୗ㞀ᐖࡓࡌ⏕ࡀ ୗୖ↓ṑ㢡⑕౛࡟ᑐ࡚ࡋ ⯉᥋ゐ⿵ຓᗋ㸦௨

ୗ PAP㸧࡚࠸⏝ࢆⰋዲ࡞⤖ᯝࡀᚓ࡛ࡢࡓࢀࡽሗ࿌ࡿࡍ㸬
II㸬⑕౛ࡢᴫせ
　ᝈ⪅ࡣ㸴㸷ṓࡢዪᛶ㸬 ୗୖ඲㒊ᗋ⩏ṑࢆ⿦╔࡚ࡋ ୰ဗࡀࡓ࠸

㢌⒴⾡ᚋ࡟ୗ㢡⩏ṑࡢ⥔ᣢ㸪Ᏻᐃࡢపୗࡾࡼ࡟㣗஦ࡀᅔ㞴࡜

ࡋ࡚࡟⬟ᦤྲྀྍࢆ㣗ࡳ㸪้ࡾ࡞ ࠿⛉ᙜ㝔⪥㰯ဗႃ࠺࠸࡜࠸ࡋ࡯

ୗ㢡⩏ṑࡵࡓࡢ㸬ྑ⯉༙ഃษ㝖⾡ᚋࡓࡋデཷࡾࡼ࡟౫㢗ࡢࡽ

㎶⦕࡜⢓⭷㠃ࡣ୙㐺ྜ࡛ࡾ࠶㸪⯉㐠ື㞀ᐖࡿࡼ࡟ᵓ㡢ࡧࡼ࠾

ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖࡀㄆࡓࢀࡽࡵ㸬
III㸬἞⒪ෆᐜ
　ୗ㢡⩏ṑࡢㄪᩚࡳ้ࡾࡼ࡟㣗ࡢᦤྲྀࡾ࡞࡜⬟ྍࡣ㸪ධ㝔୰

ࡢ⯉ࡢᄟୗ᫬ࡧࡼ࠾Ⓨ㡢࡟㸬ヨ㐺᫬ࡓࡋ㛤ጞࢆ᪂⩏ṑ〇స࡟

ࢺ࣡ࣇࢯࡓࡋ௜㈞࡟⵹㒊ཱྀࢆࡁື ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ㌿෗࡚࡟ࢫࢡࢵ

ཱྀ⵹㒊ࡢ◊☻㠃ᙧែࢆỴᐃࡋ㸪ୖ㢡඲㒊ᗋ⩏ṑࡿࡼ࡟ PAP ࠾

ࡣᵓ㡢㞀ᐖ࡟㸬᪂⩏ṑ⿦╔ᚋࡓࡋస〇ࢆୗ㢡඲㒊ᗋ⩏ṑࡧࡼ

ᨵၿࡀࡓࢀࡉ㸪㣗஦᫬ࡢᄟୗᅔ㞴ࢆッࡵࡓࡓ࠼㸪ᄟୗ㐀ᙳ᳨

ᰝࡓࡗ⾜ࢆ㸬᳨ᰝࡾཱྀࡼ ⵹㒊ࡢ⯉᥋ゐ୙Ⰻࡀㄆࡵࡓࡓࢀࡽࡵ㸪

⢓⭷ㄪᩚᮦ࡚࡟ PAPཱྀ⵹㒊ࡢᙧែࢆಟṇࡋ㸪㛫᥋ἲ࡛ᖖ 
㔜ྜࣞ࡟ࣥࢪ⨨᥮ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᄟୗᅔ㞴ࡣᨵၿࡓࡋ㸬ࡓࡲ㸪

᮶㝔᫬࡟ゝㄒ⫈ぬኈࡿࡼ࡟⯉㐠ືカ⦎ࡧࡼ࠾ᵓ㡢カ⦎࠺⾜ࢆ

㸬ࡓࢀࡽࡵㄆࡀᶵ⬟ᨵၿ࡟ࡽࡉ࡛࡜ࡇ
IV㸬⤒㐣࡟ࡧࡽ࡞⪃ᐹ

　ᮏ⑕౛࡛ࡣ㸪୰ဗ㢌⒴ࡢ⯉ࡾࡼ࡟㐠ື㞀ᐖ࡟ᑐ࡚ࡋ PAP ࢆ
స〇ࡋ㸪⿦╔ᚋࡢ≧ែࡢኚ໬࡟ᛂ࡚ࡌㄪᩚ࡛࡜ࡇࡿࡍᶵ⬟ࢆ

ᨵၿࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㸬࡟ࡽࡉᐃᮇⓗ᳨࡞ᰝࣜ࡜ ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

㸪἞⒪ࡋୖྥࡀពḧࡢ⦏᪥ᖖカࡿࡼ࡟ᝈ⪅⮬㌟࡛࡜ࡇ࠺⾜ࢆࣥ

ຠᯝࡾࡼࢆᘬࡁฟࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡢࡶࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀ࡜ࡇࡍ㸬

୰ဗ㢌⒴⾡ᚋࡢᵓ㡢㸪ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖ࡟ᑐ࡚ࡋ඲㒊ᗋ⩏ṑ࡟

⑕౛ࡓ࠸⏝ࢆ᥋ゐ⿵ຓᗋ⯉ࡿࡼ

㐩㑻⸩ఀࠐ

໭ᾏ㐨኱Ꮫ⑓㝔ṑ⛉デ⒪࣮ࢱࣥࢭ⩏ṑ⿵⥛⛉

Case presentation: a palatal augmentation prosthesis on complete denture for a patient with dysarthria and 
dysphagia after a glossectomy for oropharyngeal cancer

Ito T

Division of Removable Prosthodontics, Dental Department, Hokkaido University Hospital　



　 ᡃが国で䛿人口䛾高齢໬が急速に進ᒎしております． ᅋሢ䛾ୡ代が後ᮇ高齢者となる 㻞0㻞㻡 年に䛿

㻣㻡 ṓ௨上が 㻞㻝㻣㻥 ୓人といわれています． 一方， 㻢㻡-㻣㻠 ṓ䛾๓ᮇ高齢者䛿 㻝㻠㻣㻥 ୓人と᥎ィされていま

すが，健康というどⅬでぢると，㏆年䛾健康科学䛾進Ṍにより，๓ᮇ高齢者䛿後ᮇ高齢者と䛿大きく␗なっ

ています． ⌧ᅾ䛾わが国䛾๓ᮇ高齢者䛿， かつて䛾高齢者と比較して健康水‽䛿高く， 社会貢献に関

する能力もᴟめて高い㞟ᅋです．つまりാける㞟ᅋです．一方後ᮇ高齢者䛿様々な⪁年⑕ೃ⩌，⹫ᙅ（フ

レイル）， 䝃ルコ䝨䝙ア， 䝻コ䝰テ䜱ブ䝅ン䝗䝻ーム， そしてㄆ知⑕が増えてまいります． ᚑって， 健康

長寿社会をᐇ⌧するために䛿， 国民䛾一人一人が早くから⮬分䛾健康にὀ意をᡶい， 要介ㆤにならな

い方ἲ， あるい䛿健康な≧ែを長く保䛱要介ㆤになる年齢を㐜らせる方ἲを⪃えなくて䛿なりません．

　 さて㏆年， 口䛾中に⌧れるわずかなၥ題が全身䛾⹫ᙅ䛾ᘬき金になるという⪃えがᥦၐされました．

⮬分䛿年ᐤりだからもう歯もあまり☻かなくてもいい， 歯がᢤけてもධれ歯をධれなくてもいいや， と思っ

ていると， あっという㛫に⹸歯や歯࿘⑓が増え， 歯をኻい， 食べられる食ရが少なくなってきます． する

とᰤ㣴≧ែがపୗし⹫ᙅや要介ㆤに㝗ってしまうという⪃え方です． まさに， 「口䛿୓⑓䛾※」 といえる

䛾です． 本日䛿， 口䛾機能を保つことがいかに大切かということをわかりやすくお話ししたいと思います．

口をᡭධれして美味しいも䛾を䝞ランスよく食べる． 本ᙜ䛿 「口䛿健康䛾素」 な䛾です．

食べること䛿元気と長生き䛾素！

だから 䞉 䞉 䞉 義歯が大切！！

市民フォーラム　　　　

水口俊介
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

高齢者歯科学分野　教授

䛆␎　Ṕ䛇

᫛和 㻡㻤 年　3 ᭶　東京医科歯科大学歯学部歯学科　༞ᴗ

᫛和 㻢㻞 年　3 ᭶　同大学大学院歯学研究科　修஢

平成元年　  㻠 ᭶　同大学歯学部高齢者歯科学講座ຓᡭ

平成 㻝3 年　㻠 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科口腔⪁໬ไᚚ学分野講師

  　　䝻マ䝸ン䝎大学歯学部 㼂㼕㼟㼕㼠㼕㼚㼓 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞

平成 㻝㻣 年　㻞 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野ຓ教授

平成 㻞0 年　3 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科全部床義歯補綴学分野教授

平成 㻞㻡 年　㻠 ᭶　同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

日本補綴歯科学会理事 （㈈務）

日本࿪ᄮ学会理事長

日本⪁年歯科医学会ᖖ௵理事

日本義歯䜿ア学会理事長

日本☢気歯科学会理事

日本補綴歯科学会ᣦᑟ医

日本⪁年歯科医学会ᣦᑟ医

日本義歯䜿ア学会義歯䜿アマイスター
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　　（公社） 日本補綴歯科学会医療ၥ題᳨ウጤဨ会で䛿， 平成 30 年度診療報㓘ᨵ定において保険収

載やᨵ定された補綴歯科関㐃医療技術について， 学会会ဨおよびᆅᇦで歯科医療にᚑ事する一般臨

床ᐙ䛾方々に㐺切な術ᘧを習得していただくことを┠的に診療ᣦ㔪や解説用㈨ᩱをస成し， 学会ホーム

䝨ージ（㼔㼠㼠㼜㻦//㼣㼣㼣㻚㼔㼛㼠㼑㼠㼟㼡㻚㼏㼛㼙/㼟㻠㼋0㻠㻚㼔㼠㼙㼘）で公開している． こ䛾度，それら䛾補綴歯科関㐃医療技術，

すなわ䛱 「高ᙉ度コンポジット （◳㉁） レジンブ䝸ッジ」， 「大⮻歯 CAD/CAM 冠」， 「有床義歯࿪ᄮ機能

᳨ᰝ」， 「口腔ෆ装置１䞉２䞉䠏」， 「有床義歯ෆ面㐺合ἲ （㌾㉁材ᩱ）」 についてᗈく࿘知する機会として，

ྛ支部において開催する生涯学習公開セミナー䛾ඹ通テーマとさせていただくこととなった．

　　高ᙉ度コンポジット （◳㉁） レジンブ䝸ッジ䛿， 技術名 䠖 金ᒓ代᭰材ᩱとして䜾ラスフ䜯イ䝞ーで補ᙉ

された高ᙉ度䛾コンポジットレジンを用いた୕䝴䝙ットブ䝸ッジ治療として 㻞0㻝㻞 年に先進医療にᑟධされて

いたも䛾で， こ䛾度， 保険収載に⮳った． 大⮻歯 CAD/CAM 冠䛿， 歯科用金ᒓをཎᅉとする金ᒓアレ

ル䜼ーᝈ者に㝈り大⮻歯にも㐺用されていたが， 上ୗ㢡୧ഃ䛾➨஧大⮻歯が全て残Ꮡし， ᕥྑ䛾咬合

支持が確保されていることを᮲௳にୗ㢡➨一大⮻歯䛾༢⊂冠⑕౛にも㐺用ྍ能となった． 平成 㻞㻤 年度

に先進医療から保険収載されていた有床義歯࿪ᄮ機能᳨ᰝで䛿， こ䛾度， 咬合ᅽ 定䛾᳨ᰝ㡯┠䛾

㏣ຍとともに， 㐺ᛂᣑ大， ⟬定要௳䛾⦆和があった． 口腔ෆ装置１ 䞉 ２ 䞉 䠏䛿， これまで䛾床๪Ꮚ （咬

合ᣲ上๪Ꮚ， 㢡関⠇⑕にᑐするス䝥䝸ント， 歯䛞しりにᑐする咬合床な䛹） について䛾名⛠， 分㢮が〇

సἲ， 材ᩱ， ᙧែによりᩚ理されたも䛾である． 有床義歯ෆ面㐺合ἲ （㌾㉁材ᩱ） で䛿， 䝅䝸コーン

⣔にຍえア䜽䝸ル⣔㌾㉁⿬装材が新つ保険㐺用材ᩱとなった䜋か， 義歯を㡸かったᙜ日また䛿⩣日に床

⿬装を⾜った場合䛾ホ౯䛾新タが⾜われた．

　　講演で䛿， これら䛾術ᘧに関し， 㐺ᛂ⑕䛾ุ᩿， 術ᘧやホ౯ἲ， 成ຌさせるポイント➼について解

説する．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝㻥㻣㻤 年 3 ᭶　大阪歯科大学༞ᴗ

㻝㻥㻤3 年 3 ᭶　大阪歯科大学大学院修஢ （歯科補綴学専ᨷ）䚸 歯学博ኈ

㻝㻥㻤3 年 㻠 ᭶　大阪歯科大学ຓᡭ （歯科補綴学➨２講座）

㻝㻥㻤㻢 年 㻠 ᭶　大阪歯科大学講師 （歯科補綴学➨２講座）

㻝㻥㻥㻡 年 㻤 ᭶　大阪歯科大学ຓ教授 （歯科補綴学➨２講座）

㻞00㻣 年 㻠 ᭶　大阪歯科大学෸教授 （有歯補綴咬合学講座）

㻞00㻥 年 㻝0 ᭶　大阪歯科大学୺௵教授 （有歯補綴咬合学講座）

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

歯学博ኈ

日本補綴歯科学会 専㛛医䚸 ᣦᑟ医

日本㢡関⠇学会 専㛛医䚸 ᣦᑟ医

日本口腔科学会　ㄆ定医䚸 ᣦᑟ医

補綴歯科関係新つ保険収載

医療技術䛾解説

生涯学習公開セミナー１　　　              

田中昌博
大阪歯科大学

有歯補綴咬合学講座　୺௵教授
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　 CAD/CAM 機材䛾進Ṍにより今まで臨床౑用が୙ྍ能であった素材を用いた補綴装置䛾〇సがྍ能

になった． そ䛾代表౛がジルコ䝙アであり， 高ᙉ度䛾コンポジットレジンである．

　 CAD/CAM で䛾補綴装置䛾స〇に䛿， ᙧ≧をグしたデジタルデータをస〇するᚲ要がある． 口腔ෆ

᝟報䛿༳㇟からస〇したసᴗ用ᶍᆺもしく䛿口腔ෆ᝟報を┤᥋取り㎸䜐口腔ෆス䜻䝱ナを用いてᩘ್໬

する． ᩘ್໬データ䛿ある㛫㝸を持ったデータであり， 㐃続したデータで䛿ない． そ䛾ため， ✺㉳部で

䛿正確なᙧ≧を再⌧することができないため， 支ྎ歯ᙧ成で䛿できるだけ⁥らかな᭤⥺にするᚲ要があ

る． ⌧ᅾ䛾補綴装置䛾ຍ工䛿切๐ຍ工が用いられているが， 切๐用工ලでຍ工できるᙧ≧に㝈⏺があ

るため， 㗦ゅ部䛾切๐䛿㞴しい． そ䛾ため， ⌧≧䛾 CAD/CAM 〇స≀に䛿㝈⏺がある䛾がᐇ᝟である．

　 多く䛾歯科用ジルコ䝙ア䛿正方ᬗ䛾༙↝⤖యを，↝成収⦰分を補正した大きなᙧ≧にຍ工し，そ䛾後，

↝成することでᙉくしている． ᚑ᮶䛾ジルコア䛿ప ຎ໬を㜵䛠ためにアルミナをྵんでいたため୙㏱᫂

なⓑⰍであった． こ䛾アルミナ䛾㔞を少なくしたり， イット䝸ア䛾㓄合㔞を増やすことで立方ᬗ䛾๭合を多く

した高㏱ග性䛾〇ရが市㈍されている． こ䛾〇ရ䛿ᚑ᮶䛾も䛾よりᙉさが減少しているが， 㻞 䜿イ㓟䝸䝏

䜴ムセラミッ䜽スよりᙉい．

　 CAD/CAM 用コンポジットレジン䛿 㻞0㻝㻠 年に保険㐺用されたため， 多く䛾〇ရが市㈍されており， そ

䛾≀性もさま䛦まである． 㻞0㻝㻣 年に〇㐀者䛾㞟まりである日本歯科材ᩱ工ᴗ協同⤌合が⊂⮬䛾⮬୺つ᱁

をస成し，ᑠ⮻歯用と大⮻歯用で␗なる要ồ್をᥦ᱌した． こ䛾つ᱁を‶たす〇ရが保険㐺用を申ㄳし，

新たな機能を有する〇ရとして⮬୺つ᱁を上回る要ồ್を有すれ䜀大⮻歯用として保険㐺用されることと

なった． すでに」ᩘ社から大⮻歯用とする〇ရが市㈍されているが， これら䛾〇ရ䛾⌧≧についても⤂

介するண定である．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝㻥㻤0 年 東京医科歯科大学歯学部༞ᴗ

㻝㻥㻤㻠 年 東京医科歯科大学大学院歯学研究科 （歯科理工学➨一講座） 修஢， 歯学博ኈ

㻝㻥㻤㻣 年 ᫛和大学歯学部　講師 （歯科補綴学➨一講座）

㻝㻥㻥㻞 年 東京医科歯科大学歯学部　講師 （歯科理工学➨一講座）

㻝㻥㻥㻠 年 東京医科歯科大学歯学部　ຓ教授 （歯科理工学➨一講座）

㻝㻥㻥㻢 年 -㻝㻥㻥㻣 年 㻺㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻵㼚㼟㼠㼕㼠㼡㼠㼑 㼛㼒 㻿㼠㼍㼚㼐㼍㼞㼐㼟 㼍㼚㼐 㼀㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥㻘 㻳㼡㼑㼟㼠 㻿㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼟㼠

㻞0㻝㻝 年 東京医科歯科大学歯学部　教授 （生య材ᩱຍ工学分野）

㻞0㻝㻡 年 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　教授 （口腔機材開発工学分野）

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

日本歯科理工学会理事， 䝅䝙アマテ䝸アルア䝗䝞イ䝄ー

日本補綴歯科学会， 専㛛医， ᣦᑟ医

A㼏㼍㼐㼑㼙㼥 㼛㼒 D㼑㼚㼠㼍㼘 M㼍㼠㼑㼞㼕㼍㼘㼟 㻲㼑㼘㼘㼛㼣

㻵㻿㻻/ 㼀C 㻝0㻢 D㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥/ 㻿C 㻥 CAD/CAM 㼟㼥㼟㼠㼑㼙㼟 C㼔㼍㼕㼞

CAD/CAM冠䛾ᇶ♏知識

生涯学習公開セミナー２　　　              「CAD/CAM冠の基礎と臨床」

高橋英和
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

口腔機材開発工学 教授
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　 デジタルデンテ䜱スト䝸ー䛾急速な進ᒎにకって， 㻞0㻝㻠 年 㻠 ᭶ CAD/CAM 冠がᑠ⮻歯䛾全部⿕そ冠

に保険ᑟධされ， さらに 㻞0㻝㻣 年 㻝㻞 ᭶に䛿ୗ㢡➨一大⮻歯に㐺用ᣑ大され， 国民に審美性と機能性を

ഛえた先進的な歯科医療が㐺用できるようになってきた． 保険ᑟධされて 㻠㻚㻡 年が⤒㐣するが， ᪋タᇶ

‽䛾ᒆ出䛿， 㻣0㻚㻢䠂 （㻞0㻝㻤 年 㻢 ᭶） までᣑ大され， 㻞0㻝㻣 年 㻢 ᭶ᮇ䛾装着ᐇ⦼䛿 㻝㻝㻤㻘000 本まで増ຍ

している． しかし， 一方で䛿装着後䛾脱離や破折にᑐするၥ題Ⅼも䜽䝻ー䝈アッ䝥され， そ䛾ᑐᛂ⟇を

講じなけれ䜀ならない． CAD/CAM 冠㐺用にあたって䛿， ブ䝻ッ䜽材ᩱ䛾特性から㚷みて， ⑕౛䛾㑅ᢥ

とともに支ྎ歯ᙧ成， 㐺合性， ᥋着᧯స䛿きわめて重要なポイントである． 日本補綴歯科学会䛾診療ᣦ

㔪で䛿支ྎ高ᚄがపく⥭ᐦな咬合≧ែ， 咬合面䜽䝸アランスが 㻝㻚㻡䡉䡉௨ୗ， ブラ䜻䝅䝈ムや䜽レン䝏ン

䜾がある場合， 㜵‵᧯సが୙ྍ能な場合， 義歯䛾㕍歯や最後方歯䛾補綴修復䛾場合䛿⚗ᚷ⑕౛とさ

れている． CAD/CAM 冠㐺用において大⮻歯がᑠ⮻歯と␗なるⅬ䛿， 支ྎ歯䛾表面✚が大きくなること，

支ྎ高ᚄがపいこと， ᙉ大な咬合力， ࿪ᄮ力が㈇Ⲵされること， ᥋着᧯సが୙฼になることな䛹がᣲげ

られる． また，ᮃましい支ྎ歯ᙧែとして䝅ン䝥ルなእᙧ⥺，スムー䝈なフ䜱䝙ッ䝅ン䜾ライン，デ䜱ー䝥䝅䝱

ンフ䜯ータイ䝥䛾マージン， ⦆やかなラインアン䜾ル， ༑分な㍈面䛾䝸䝎䜽䝅䝵ンと咬合面䜽䝸アランスな䛹

を㑂Ᏺしなけれ䜀ならない． 特にマージンラインが㗦ゅである場合䛿， ス䜻䝱䝙ン䜾時䛾レー䝄ーග䛾ᩓ

஘， ㏱㐣によって୙㩭᫂となる． さらに， 㗦฼なラインアン䜾ル䛾ᙧ成䛿， 切๐時䛾ミ䝸ン䜾䝞ー䛾ラ䜴

ン䝗ᚄが㏣㝶しないために䜽ラ䜴ン䛾୙㐺合や✸Ꮝをᣍくことになる．

　 CAD/CAM 冠㐺用にあたって䛿㑂Ᏺしなけれ䜀ならない臨床上䛾ポイントがある．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝㻥㻣㻢 年　大阪歯科大学　༞ᴗ

㻝㻥㻤0 年　大阪歯科大学大学院歯学研究科　修஢

㻝㻥㻤0 年　大阪歯科大学　ຓᡭ （歯科補綴学➨஧講座）

㻝㻥㻥0 年　大阪歯科大学　講師 （歯科補綴学➨஧講座）

㻝㻥㻥㻣 年　大阪歯科大学歯科技工ኈ専㛛学ᰯ　学ᰯ長 （䡚 㻞0㻝㻢 年 3 ᭶）

㻝㻥㻥㻣 年　大阪歯科大学　ᐈဨ教授 （䡚 㻞0㻝3 年 㻝㻞 ᭶）

㻞00㻤 年　大阪歯科大学歯科⾨生ኈ専㛛学ᰯ　学ᰯ長 （䡚 㻞0㻝㻠 年 3 ᭶）

㻞0㻝㻠 年　大阪歯科大学歯科審美学ᐊ　専௵教授

㻞0㻝㻣 年　大阪歯科大学　㏥⫋

㻞0㻝㻣 年　大阪歯科大学　ᐈဨ教授

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

歯学博ኈ

日本補綴歯科学会　専㛛医 䞉 ᣦᑟ医 （➨ 㻞㻥㻤 ྕ）

日本口腔イン䝥ラント学会　専㛛医 䞉 ᣦᑟ医 （➨ 㻠㻥㻢 ྕ）

日本歯科理工学会　䝅䝙アア䝗䝞イ䝄ー （➨ 㻤 ྕ）

日本歯科審美学会　ㄆ定医 （➨ 㻝㻢 ྕ）

日本歯科医療⟶理学会　ㄆ定医 （➨ 㻠㻤 ྕ）

⑕౛䛾㑅ᢥ 䞉 支ྎ歯ᙧ成䛾ポイント

生涯学習公開セミナー２　　　              「CAD/CAM冠の基礎と臨床」

ᮎ℩一ᙪ
大阪歯科大学　ᐈဨ教授
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　 これまでỌ年， 䝯タルフ䝸ー治療䛿⮬㈝診療が中ᚰとなりᝈ者にᥦ౪されてきた． とこ䜝が， 㻞0㻝㻠 年に

ᑠ⮻歯 CAD/CAM （レジン） 冠が， 㻞0㻝㻢 年に䛿フ䜯イ䝞ーポストが保険にᑟධされた． さらに

CAD/CAM 冠䛿， ไ㝈があるも䛾䛾， 大⮻歯にも㐺ᛂがᣑ大され， ブ䝸ッジに関しても䝯タルフ䝸ー治療

が保険㐺ᛂとなった． こ䛾ような保険診療䛾䝯タルフ䝸ー໬という⃭ὶ䛾中で， われわれ歯科医䛿新しい

材ᩱや治療ἲについて䛾知識を῝めるᚲ要がᖖにある． 

　CAD/CAM 冠䛿， 高重合レジンブ䝻ッ䜽を用いるため， 審美的， 高ရ㉁， かつᏳ౯に冠をస〇するこ

とがྍ能である． 大⮻歯用䛾ブ䝻ッ䜽䛿さらにそ䛾≀性が向上しており， 今後一ゝで 「レジン」 と䛿ゝえ

ない材ᩱが生み出されるᮇᚅに‶䛱ている． また， さらなるデジタルテ䜽䝜䝻ジー䛾進Ṍにより， これまで

に୙ྍ能であった治療ἲがᐇ⌧してもまったく୙思㆟で䛿ない．

　 一方， ᐇ臨床で䛿 CAD/CAM 冠䛾早ᮇ脱ⴠトラブルがᩓぢされている． こ䛾ၥ題を解Ỵできないこと

䛿歯科治療䛾䝯タルフ䝸ー໬， デジタル໬䛾ὶれが⁫ることを意味する． われわれ䛿 「CAD/CAM 冠用

レジン᥋着技ἲ䛾᥈ồ」 と題して研究を⾜ってきており， そ䛾発表䛿⌧ᅾ➨༑報をᩘえるまでとなった．

今回， それら䛾成ᯝおよび CAD/CAM 冠に関するレビ䝳ーを解説し， CAD/CAM 冠䛾᥋着術ᘧとそ䛾

᰿ᣐについて説᫂したい．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝㻥㻥㻥 年　ᒸᒣ大学歯学部歯学科　༞ᴗ

㻞003 年　ᒸᒣ大学大学院歯学研究科　修஢

㻞00㻠 年　ᒸᒣ大学医学部 䞉 歯学部㝃ᒓ⑓院　補綴科 （䜽ラ䜴ン 䞉 ブ䝸ッジ）　ຓᡭ

㻞00㻢 年　ベル䜼ー⋤国 䞉 フラン䝎ースᨻᗓ　ዡ学生 （ルーベン 䞉 䜹ト䝸ッ䜽大学）

㻞00㻣 年　ルーベン 䞉 䜹ト䝸ッ䜽大学　ポスト䝗䜽トラル 䞉 䝸䝃ー䝏䝱ー

㻞0㻝0 年　ᒸᒣ大学大学院医歯⸆学総合研究科　イン䝥ラント再生補綴学　ຓ教

㻞0㻝㻞 年　大阪大学大学院歯学研究科　䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野　ຓ教

䛆学会活ື， 専㛛医➼䛇

日本補綴歯科学会 （専㛛医 䞉 ᣦᑟ医， 学術ጤဨ， 代㆟ဨ）

日本᥋着歯学会 （᥋着歯科治療ㄆ定医， ⦅㞟ጤဨ）

日本歯科理工学会 （デンタルマテ䝸アル䝅䝙アア䝗䝞イ䝄ー， 英文ㄅ （DM㻶） ⦅㞟ጤဨ）

日本口腔䝸䝝ビ䝸テー䝅䝵ン学会 （ㄆ定医）

日本口腔㢦面③学会 （専㛛医， 䜺イ䝗ラインస成ጤဨ， ඃ⚽ㄽ文㈹ጤဨ）

日本歯科審美学会 （学術講演ጤဨ， 国㝿΅እጤဨ）

CAD/CAM 冠治療を成ຌにᑟくポイント

䡚᥋着歯学研究者䛾ほⅬ䡚

生涯学習公開セミナー２　　　              「CAD/CAM冠の基礎と臨床」

ᓟ　⠜ྐ
大阪大学大学院歯学研究科

䜽ラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野　ຓ教
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